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①流域の概要

由良川水系
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①流域の概要 ポイント 梯川水系
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○梯川は、その源を鈴ケ岳に発し、郷谷川、鍋谷川、前川等の支川を合流しながら日本
海に注ぐ、幹川流路延長42km、流域面積271km2の一級河川である。

○梯川沿川は過去から浸水被害に見舞われており、昭和43年（1968年）8月洪水では、支
川の八丁川、鍋谷川において堤防が決壊し、甚大な被害が発生。これを契機に昭和46
年4月に一級河川に指定され、その後、国による治水事業が進められてきた。

○これまでに、国により河道掘削、堤防整備等を、石川県により赤瀬ダム建設等の治水
対策を実施してきており、平成20年（2008年）に河川整備基本方針、平成28年（2016年）
に河川整備計画（大臣管理区間）を策定。

○令和4年（2022年）8月には隣接する手取川流域とともに梯川流域でも洪水が発生し、梯
川では内水等による浸水、支川では堤防の決壊による被害が発生した。

○流域の環境について、梯川上流域は、渓流環境を形成しており、ブナ林や、ケヤキ等
の渓谷林が分布し、渓流を好むニッコウイワナ等が生息・繁殖している。梯川中流域に
は、流路が大きく蛇行する区間があり、ススキにはカヤネズミ、崖地にはカワセミ、礫河
床にはアユやサケ等が生息・生育・繁殖している。梯川下流域は、感潮域であり、スズ
キ等の汽水魚、ワカサギ等の回遊魚、キタノメダカ等の淡水魚といった多くの魚類が生
息・繁殖している。

すずがだけ ごうたに

あか ぜ

なべたに

はっちょう



流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○梯川は、その源を鈴ケ岳に発し、郷谷川、鍋谷川、前川等の支川を合流しながら日本海に注ぐ、幹川流路延長42km、流域面積271km2の一級河川である。

○流域の地形は、上流部では鈴ヶ岳、大日山等の1,000m級の山々が壮年期の山地地形を造り、河川が急峻なＶ字谷を形成している。

○中・下流部では、山間地と海岸砂丘に囲まれた低平地が広がり、北陸新幹線、IRいしかわ鉄道、北陸自動車道、国道8号などの主要交通網が発達し、人口・世帯

数は増加傾向となっている。ひとたび氾濫すると甚大な被害が発生。洪水時には内水が湛水しやすい。

梯川水系
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ごうたにがわ なべたにがわ まえかわすずがだけかけはしがわ

流域面積（集水面積） ：271km2

幹川流路延長 ：42km

流域内人口 ：約12.1万人

想定氾濫区域面積 ：約40km2

想定氾濫区域人口 ：約5.3万人

想定氾濫区域内資産額 ：約2.7兆円

流域市 ：小松市，能美市，白山市

流域及び氾濫域の諸元

こまつ のみ はくさん

凡例
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：想定氾濫区域

：流 域 界
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梯 川
かけはしがわ

上・中流域の山地部と下流域の平野部に大別され、気候は日本海型気候に属し、日本海型
気候特有の冬期に降水の多い気候。
平野部の年間降水量は約1,400～3,000mm、山地部で約2,300～3,400mm。

降雨特性

【小松(気象庁)の月降水量と気温】
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かるうみ

② 小松天満宮・小松大橋

流域の概要 流域及び氾濫域の概要 梯川水系
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① 河口部、前川合流点

前川

おちゃ

小松大橋

小松天満宮

③ 木場潟 ⑥ 赤瀬ダム

④ 鍋谷川合流点

⑤ 中流域

鍋谷川

○梯川の上流域は、水源から赤瀬ダムに至る区間であり、1,000m級の山々が連なっており、急峻なＶ字谷が形成されている。

○中流域は、山間地から平野部に至る区間であり、赤瀬ダムより下流では支川（郷谷川、滓上川、仏大寺川）を合わせつつ、河岸段丘による平坦地に

集落や水田がある。

○下流域は、山間地と海岸砂丘に囲まれた低平地の区間であり、支川（鍋谷川、八丁川、前川）が合流している。沿川には小松市街地が形成され、小

松天満宮付近には梯川分水路がある。また支川前川の上流には木場潟がある。

梯川

梯川

梯川

梯川逆水門

梯川

日本海

梯川

梯川分水路

木場潟

赤瀬ダム
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流域の概要 氾濫域の概要 梯川水系
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能美市：旧根上町，旧寺井町，旧辰口町の合計
白山市：旧鳥越村

人口・世帯土地利用

○梯川流域の土地利用状況は、約76％が山林、約12％が農地、約11％が宅地、約1％が河川・湖沼となっている。

○流域内の世帯数は増加傾向。一方で人口は緩やかに減少傾向。世帯・人口の多くは小松市に集中している。

【流域の土地利用面積割合】

資料：国土数値情報
土地地利用細分メッシュデータ（令和3年（2021年））に基づき集計

凡例

山林等

農地

宅地

河川・湖沼

山林等
76.1%

農地
12.1%

宅地
10.4%

河川・湖沼
1.4%

流域の世帯数・人口の推移

【流域の土地利用状況（令和3年（2021年））】

・流域内の世帯数は増加傾向。一方で人口は緩やかに減少傾向。
・世帯・人口の多くは小松市に集中している。



居住誘導区域（小松市）

梯川

鍋谷川

八丁川

前川

小松市洪水ハザードマップ

居住誘導区域

【居住誘導区域に含めるエリア】
① これまでに土地区画整理事業等で基盤整備され、人口が集積

する区域
② 多様な機能が集積し、アクセスしやすく、都市計画マスタープラ

ンで拠点として位置付ける区域
③ 公共交通、生活サービス施設が利用しやすい区域、
④ 都市再生整備計画や関連プロジェクトなどを推進し、暮らしや

すさの向上のためのまちづくりが行われている区域

【居住誘導区域に含めないエリア】
① 市街化調整区域、工業専用地域及び第3種特別工業地区 等
② 災害の恐れのある区域（土砂災害特別警戒区域、3ｍ以上の

洪水浸水想定区域） 6

流域の概要 土地利用の状況

○小松市では、市内の市街地の多くが3m以上の浸水区域に含まれており、水平避難が困難であり、2階への垂直避難を呼びかけており、想定浸水深が

3m以下の区域を居住誘導区域としている。

○近年全国各地で大規模災害が生じ、居住誘導区域内での浸水被害も発生、立地適正化計画の居住誘導等における安全の確保が課題となっている。

○令和2年（2020年）9月の都市再生特別措置法の改正を受け、小松市では平成31年（2019年）3月改訂の立地適正化計画について防災指針を定める改

定を予定している。

出典：小松市立地適正化計画（改訂版）
（平成31年（2019年）3月）小松市

都市再生特別措置法改正（令和2年（2020年）9月）

（立地適正化計画） 第八十一条
２ 立地適正化計画には、その区域を記載するほか、おお
むね次に掲げる事項を記載するものとする。
五 居住誘導区域にあっては住宅の、都市機能誘導区域
にあっては誘導施設の立地及び立地の 誘導を図るための

都市の防災に関する機能の確保に関する指針（以下この
条において「防災 指針」という。）に関する事項
六 第二号若しくは第三号の施策、第四号の事業等又は
防災指針に基づく取組の推進に関連し て必要な事項

防災指針の検討（小松市）

リスクの提示

床上浸水の頻度が高い地域など、災害リスクの高い地域を提示。ま
ちづくりに関する協議会等に河川管理者や下水道管理者等が積極
的に参画して関係者と災害リスク情報を共有。

住居や都市機能の誘導

災害リスクの低い地域へ住居や都市機能を誘導

※災害リスクの高い地域は住居等を誘導すべき区域等から除外

ハザードへの対策

住居等を誘導すべき区域等の災害リスクを低減させる、河川や下水
道、雨水貯留施設、浸透施設等の整備や、土地、家屋の嵩上げ、避
難路・避難場所の整備等を重点的に推進

凡例

高頻度（1/10）
中高頻度（1/10）
中頻度（1/10）
中低頻度（1/10）
想定最大規模

市町村界
大臣管理区間

梯川外水氾濫リスクマップ

梯川水系

※上図のハザードマップは梯川、手取川、
他24河川の氾濫を想定



梯川水系

中流域

ウマノスズクサ カワセミ

 赤瀬ダムから鍋谷川合流点までの中流域は、コナラ林等の落葉広葉樹林やスギ林が広がって
いる。スギ林にはサンコウチョウ等の鳥類が生息・繁殖している。

 梯川の蛇行区間には、ススキにカヤネズミ、崖地にカワセミ、礫河床にはアユやサケ等が生
息・繁殖している。

 河川の堤防法面には重要種であるウマノスズクサが生育・繁殖している。

流域の概要 動植物の生息・生育・繁殖環境の概要

下流域

 鍋谷川合流点から河口までは、河床勾配が小さく、感潮域である。
 水際には重要種であるセイタカヨシやヨシが分布する。水域には汽水魚(スズキなど) 、回

遊魚(ワカサギなど) 、淡水魚(キタノメダカなど)といった多くの魚類が生息・繁殖してい
る。ヨシにオオヨシキリ等が生息・繁殖している。

スズキセイタカヨシ

上流域

ブナ林 ニッコウイワナ

 梯川の源流域から赤瀬ダムにかけて、ブナ林が発達し、急峻な渓谷沿いではケヤキ等の渓
谷林が広がる。

 陸域には重要種であるクマタカや森林性のコノハズク等の鳥類が生息・繁殖し、水域には
サクラマス(ヤマメ)やニッコウイワナ等の魚類が生息・繁殖する連続した瀬と淵が形成さ
れている。
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梯川水系
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滓上川

ぶつだいじがわ
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下流域

(河口～

鍋谷川合流点)

中流域
(鍋谷川合流点
～赤瀬ダム)

上流域
(赤瀬ダム～上流)

下流域

中流域

上流域

○上流域は渓流環境を形成しており、ブナ林や、ケヤキ等の渓谷林が分布し、渓流を好むニッコウイワナ、サクラマス(ヤマメ)等が生息・繁殖している。

○中流域は梯川の蛇行区間があり、ススキにカヤネズミ、崖地にカワセミ、礫河床にはアユやサケ等が生息・生育・繁殖している。河川の堤防法面にはウマノスズクサ

が生育・繁殖している。

○下流域は感潮域であり、汽水魚(スズキなど) 、回遊魚(ワカサギなど) 、淡水魚(キタノメダカなど)といった多くの魚類が生息・繁殖している。水際にはセイタカヨシやヨ

シが分布している。
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梯川：埴田地点〔昭和47年～令和4年〕

流域の概要 近年の降雨量・流量の状況

○これまで、梯川の基準地点小松大橋では、現行基本方針の基本高水のピーク流量を上回る洪水は発生していない。

○令和4年（2022年）8月洪水では、基準地点小松大橋において、流域平均日雨量及び流量（ダム戻し流量）が観測史上第1位を記録した。

○梯川の流況について、豊水流量、平水流量、低水流量、渇水流量は、経年的に大きな変化は見られない。

梯川水系

低水基準地点 埴田（はねだ）地点 流況経年図基準地点小松大橋 年最大流量（ダム・氾濫戻し後）

赤瀬ダム竣工S53

観測史上第1位（R4.8洪水）

346mm/24h

基準地点小松大橋 流域平均年最大日雨量

8

計画高水流量配分図

※H18以前は日雨量、H19以降は24時間雨量

■令和4年（2022年）8月洪水（梅雨前線）では、観測史上最大となる24時間雨量346mmを記録

■令和4年（2022年）8月洪水（梅雨前線）において観測史上最大流量1,421m3/sを記録

現行基本方針の計画規模等
基準地点 ：小松大橋
計画規模 ：1/100
対象降雨量：145mm/9h

■基準地点
●主要な地点
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観測史上第2位（S34.8洪水）

1,391m3/s

現行の基本方針の基本高水のピーク流量 1,700m3/s

観測史上第1位（R4.8洪水）

1,421m3/s

赤瀬ダム竣工S53

工事実施基本計画の
対象降雨量208mm/日
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主な洪水と治水計画の経緯

主な洪水と治水計画

梯川水系

かすかみがわ

○昭和34年（1959年）8月洪水で1,391m3/sを観測し、流域内本川1箇所支川等4箇所で堤防が決壊、390戸の浸水家屋が発生した。

○昭和43年（1968年）8月洪水を契機に、昭和46年（1971年）に直轄河川に編入した。

○平成8年（1996年）に分水路計画を追加した直轄河川改修計画を改定、平成11年（1999年）に小松市街地において都市計画道路等他施設との整合を

図り、一体となったまちづくりを進めるため都市計画決定された(前川合流点～白江大橋)。

○令和4年（2022年）8月洪水では1,421m3/s（観測史上第1位）を記録した。流域内支川2箇所で堤防が決壊、1,081戸の浸水家屋が発生した。

既往洪水時の状況

手取川からの氾濫状況
写真出典:北國新聞
昭和9年7月12日掲載

梯川

手取川の氾濫水

八丁川

手取川からの氾濫状況
写真出典：石川県大水害写真（石川県）
昭和9年7月12日掲載

令和4年8月4日洪水

※流量はダム・氾濫戻し後流量を記載

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所（令和4年8月撮影）

令和4年8月4日洪水昭和43年8月28日洪水

八丁川長野田大橋下流浸水状況
写真出典：北國新聞
昭和43年8月28日掲載

昭和9年7月11日洪水

滓上川合流点付近の状況(令和4年8月撮影)

令和4年8月4日洪水

茶屋町付近の浸水状況
ちゃやまち

かすかみがわ

滓上川

9

昭和34年8月14日洪水

明治44年～大正2年 鶴ヶ島地先と下牧地先の捷水路開削（石川県）
昭和5年～昭和11年 第一期改修（石川県：河口～白江大橋）
昭和8年7月洪水【台風】

小松大橋上流 201mm/日
流域内本川1箇所支川3箇所で堤防の決壊，浸水家屋1,549戸

昭和9年7月 【梅雨前線】
小松大橋上流 151mm/日
流域内支川数箇所で堤防の決壊，浸水家屋188戸

昭和12年～昭和18年 第二期改修
（石川県：白江大橋～滓上川合流点上流）

計画流量：560m3/s（河原橋地点）
昭和27年～昭和44年 加賀三湖干拓事業（農林省）

柴山潟から伊切海岸に至る新堀川の開削
柴山潟は動橋川水系として梯川から分離

昭和34年8月洪水 台風第7号 【観測史上第2位】
小松大橋地点1,391m3/s，小松大橋上流 113mm/日
流域内本川1箇所支川等4箇所で堤防の決壊，浸水家屋390戸

昭和43年8月洪水 秋雨前線
小松大橋地点975m3/s，小松大橋上流 178mm/日
流域内支川3箇所で堤防の決壊，浸水家屋893戸

昭和46年 一級河川指定 工事実施基本計画の策定
基本高水のピーク流量 1,700m3/s（小松大橋地点）
計画高水流量 1,000m3/s（小松大橋地点）

昭和53年7月 赤瀬ダムの運用開始（石川県）
昭和56年7月洪水 台風第7号

小松大橋地点 637m3/s 小松大橋上流168mm/日，浸水家屋不明
平成8年 直轄河川改修計画改定（分水路計画追加）
平成10年9月洪水 台風第7号

小松大橋地点 1,115m3/s 小松大橋上流143mm/日
浸水面積約20ha ，浸水家屋1,300戸（床上5戸，床下1,295戸）

平成11年1月 都市計画決定（前川合流点～白江大橋）
平成16年10月洪水 台風第23号

小松大橋地点 724m3/s 小松大橋上流156mm/日 浸水面積約238ha ，浸水家屋不明

平成18年7月洪水 梅雨前線
小松大橋地点 722m3/s 小松大橋上流161mm/日
浸水面積約108ha ，浸水家屋30戸（床下30戸）

平成20年6月 梯川水系河川整備基本方針策定
基本高水のピーク流量 1,700m3/s（小松大橋地点）
河道配分 1,000m3/s（小松大橋地点）

平成25年7月洪水 梅雨前線
小松大橋地点 791m3/s 小松大橋上流183mm/日
浸水面積約177ha ，浸水家屋100戸（床上78戸，床下22戸）

平成28年3月 梯川水系河川整備計画策定
目標流量 1,400m3/s（小松大橋地点）
河道配分 1,000m3/s（小松大橋地点）

平成29年8月洪水 台風第5号
小松大橋地点 723m3/s 小松大橋上流191mm/日 浸水面積約36ha ，浸水家屋不明

平成29年11月 梯川分水路通水
令和4年8月洪水 前線 【観測史上第1位】

小松大橋地点 1,421m3/s 小松大橋上流346mm/日
浸水面積約1,680ha ，浸水家屋1,081戸（床上487戸，床下594戸）
埴田(はねだ)水位観測所において観測史上最高水位5.90mを記録



主な洪水と治水対策 引堤と分水路整備・赤瀬ダム建設

○梯川ではこれまで河道の流下能力向上対策として、引堤・旧堤撤去・嵩上げ・腹付け等の堤防整備を実施。

○国指定重要文化財である小松天満宮を現位置に残す分水路計画を含めた都市計画(1.0k～6.0k)を平成11年（1999年）1月に決定しており、文化財と

の調和を図りつつ、道路整備，家屋移転などのまちづくりと一体となった分水路整備を実施。

○昭和53年（1978年）から赤瀬ダム（石川県管理）が運用を開始している。

事業着手前（平成14年（2002年）5月）

小松大橋
天神水管橋

小松天満宮

小松大橋

天神水管橋

小松天満宮を
現位置に残す
ように分水路
を整備

現在の状況（令和3年（2021年）6月）

旧堤撤去

引堤腹付け
10.0k付近

事業進捗状況と分水路整備状況

梯川水系

白江大橋周辺引堤・河道掘削状況
引堤前

2016年6月

白江大橋

旧堤防

約35mの引堤

旧堤防撤去、
河道掘削

新堤防

引堤後
白江大橋

2024年1月

旧堤

新堤

小松天満宮

梯川

0.0ｋ

1.0ｋ

2.0ｋ

3.0ｋ

4.0ｋ

5.0ｋ
6.0ｋ

7.0ｋ

8.0ｋ 9.0ｋ

10.0ｋ

11.0ｋ

12.0ｋ

R2～R3H25～R5

H28～R5
H18～H28

H23～H25
H1～H23

S61～H27H7～H28

H7～H28

S53～現在 掘削＋築堤（引堤、堤防かさ上げまたは腹付け盛土）

重力式コンク
リートダム

形式

38.0m堤高

180m堤頂長

40.6km2集水面積

貯水池容量配分図

赤瀬ダム建設 凡例

：堤防整備済み

：今後整備予定
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わ
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橋
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主な洪水と治水対策 令和4年（2022年）8月豪雨時の降雨状況 梯川水系

○令和4年（2022年）8月3日に前線が日本海から日本の東へ延びており、同4日にかけて北陸地方を前線がゆっくり南下し、前線に向かって暖かく湿っ

た空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定となり、梯川及び手取川流域で記録的な豪雨となった。

○梯川流域では、8月3日から4日にかけて中海雨量観測所で累加雨量が399mmを記録した。また、気象庁の解析雨量を基にした累加雨量では梯川流

域の北部で250mmを超過するなど、梯川流域の北西から南東にかけて200mmを超える雨量となった。

基準地点
小松大橋

降雨分布状況（令和4年（2022年）8月4日13時）、天気図

手取川流域

梯川流域

中海雨量観測所

主要な地点
はねだ

埴田

赤瀬ダム

赤瀬ダム

解析雨量※

（9時間累加雨量）

天気図（令和4年（2022年）8月4日12時
（気象庁ホームページより）

なかうみ

中海雨量
観測所

基準地点
小松大橋

主要な地点
はねだ

埴田

XRAINのレーダ雨量
（川の防災情報ホームページより） 11

※解析雨量：気象レ
ーダーの観測データ
と地上に設置された
雨量計の観測データ
を組み合わせて作成
した雨量。
左図は、解析雨量を
基に９時間累加雨量
を梯川流域で色分け
して表示し作成

中海雨量観測所 時間雨量、累加雨量



R6.6k付近

R0.8k付近

R1.2k付近

R6.0k付近

L8.6k付近 L9.8k付近
R11.2k付近

R5.0k付近
R8.0k付近

R9.2k付近

R7.0k付近

○令和4年（2022年）8月豪雨では、梯川流域で大きな被害が発生した。

○基準地点小松大橋で1,421m3/s（観測史上第1位、ダム・氾濫戻し流量）を記録するとともに、主要な地点埴田において観測史上第1位の水位となり

H.W.Lを超過した。本川の一部区間では越水、支川では溢水、堤防決壊が発生するとともに、梯川沿川では大規模な内水被害が発生し、浸水面積約

1,680ha、浸水戸数1,081戸（床上浸水487戸、床下浸水594戸）が確認された。

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

内水による浸水範囲

堤防溢水による浸水範囲
（梯川本川、滓上川）

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

堤防決壊による浸水範囲
（鍋谷川）

滓上川

滓上川合流点付近の状況(令和4年8月撮影)
かすかみがわ

主な洪水と治水対策 令和4年（2022年）8月豪雨時の浸水状況

全壊

流失

小松市 5 158 283 537 983

能美市 1 25 15 57 98

6 183 298 594 1081

半壊 床上 床下 計

梯川流域における被害戸数

12

梯川水系



主な洪水と治水対策 梯川水系緊急治水対策プロジェクトの実施状況 梯川水系

13※緊急治水対策プロジェクトは、被害軽減に向けてさまざまな対策を実施

石橋川河道整備、遊水地【小松市】

排水ポンプ場増強【小松市】

河道掘削【国】

水門ゲート高不足対応【国】

鍋谷川

堤防整備【国】
横断工作物改築(橋梁改築)【国】

河道拡幅【県】

河道拡幅、遊水地【県】

引堤、河道掘削【国】

堤防整備、河道拡幅、遊水地【県】

引堤【国】

治山施設整備及び
森林整備の実施

（滓上川上流）【県】

河道掘削【県】

八丁川

仏大寺川

滓上川

郷谷川

前川

梯川

引堤、河道掘削【国】

鍋谷川

館谷川

光谷川

赤瀬ダムの事前放流の実施【県】

木場潟の事前排水の実施・
体制構築【県・国】

護岸嵩上【県】

砂防関係施設の整備
（滓上川上流）【県】

ぶっだいじがわ

ごうたにがわ

かすかみがわ

西俣川
にしまたがわ

みつたにがわ

：浸水範囲

：堤防決壊

：大臣管理区間

：梯川流域境

：直轄河川防御対象氾濫区域

：令和4年8月洪水対策

：内水対策

：ソフト対策

凡 例

能美大橋

国道8号（梯川高架橋）

能美大橋旧橋撤去完了

鴨浦橋

樋管新設

堤防整備工事 R6施工中(能美大橋付近)
堤防整備工事 R6施工中(荒木田大橋付近)

九龍橋川排水機場

排水路の拡幅

九龍橋川雨水ポンプ増強 R6.10末 完成

石橋川導水路整備、遊水地
R5導水路工事着手

滓上川

元の河床

掘削

河道掘削工事 R5～施工中
(小松市中ノ峠町地先)

令和6年（2024年）10月末時点

宮竹用水の事前停水措置の実施
【小松市・能美市】

○令和4年（2022年）8月豪雨において甚大な被害が発生した梯川水系における再度災害防止のための治水対策として、国、県、市が連携して令和4年
（2022年）11月に「梯川水系緊急治水対策プロジェクト」をとりまとめ、令和13年度（2031年度）末までの完了に向けて治水対策を実施している。

○本支川の水位低下対策として、国・石川県では、河道掘削、引堤、堤防整備、横断工作物改築（橋梁改築）、河道拡幅、遊水地整備等を実施。

○内水対策として、国・石川県では、木場潟の事前排水の実施、小松市では、排水ポンプの増強、遊水地整備、小松市・能美市では用水組合と連携し
た宮竹用水取水の事前停水等をそれぞれ実施中。

○ソフト対策として、住民一人ひとりが自ら考え命を守る避難行動の行うための「マイタイムライン」の普及促進や、浸水状況を速やかに把握するための
ワンコインセンサーの設置等を実施中。

○これらの取組を集中的に実施することにより、令和4年（2022年）8月豪雨と同規模の洪水に対して氾濫を防止し、流域における浸水被害の軽減を図
ることとしている。

R4.8洪水対応緊急治水対策プロジェクトの概要、実施状況

マイタイムラインの普及促進

講習会での「マイタイムライン」作成体験の様子

ワンコインセンサー設置

浸水検知ライン

道路冠水状況

ワンコインセンサー設置



令和4年8月洪水など超過洪水への対応の考え方
○梯川においては、国土交通省、石川県、小松市等で構成される流域治水協議会において、令和4年（2022年）8月洪水の再度災害防止に向けた緊急

治水対策プロジェクトのとりまとめや進捗状況の把握、特定都市河川の指定の検討に向けた議論を実施している。

○また、内水対策についても床上浸水の解消に向けた検討を、小松市が国土交通省と連携しながら実施している。

○河川整備基本方針や河川整備計画の見直しにおける議論と、現地における上記の取組を組み合わせることで、令和4年8月洪水などの超過洪水へ
の対応を進めていく。

内水による浸水範囲

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

滓上川

滓上川合流点付近の状況
かすかみがわ

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

小松大橋

埴田
はねだ

令和4年8月撮影

令和4年8月撮影

石橋川河道整備、遊水地【小松市】

排水ポンプ場増強【小松市】

水門ゲート高不足対応【国】

横断工作物改築(橋梁改築)【国】

河道拡幅、遊水地【県】
堤防整備【国】※

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

木場潟の事前排水の実施・体制構築【県・国】

宮竹用水の事前停水措置の実施【小松市・能美市】

堤防決壊による浸水範囲
（鍋谷川）

堤防溢水による浸水範囲
（梯川本川、滓上川）

堤防整備、河道拡幅、遊水地【県】

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

梯川水系

洪水を堤防高以下の水位で流下させ、氾濫による被害
を最小化

※河川法施行令2条8号に基づき国が県に代わり実施

堤防整備【国】※

小松市雨水管理総合計画の見直し

河道状況を踏まえた河川への
内水排除量増の可能性検討

特定都市河川指定、流域水害対策計画の策定、対策の強化 小松市総合治水対策の推進に関する条例による規制

立地適正化計画（防災指針）策定による居住誘導や規制 住宅地盤の嵩上げ、雨水貯留槽等の設置への助成 気候変動を踏まえた河川整備計画の変更

河川の氾濫域に降る雨への対応 浸水深を低下させ、床上浸水を床下浸水へ被害を低減
居住誘導や条例による規制、助成により被害対象を減少

前川
排水機場
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河川を流下する洪水への対応

横断図（梯川本川10k付近）

引堤・河道掘削断面

関係機関が一堂に会し、令和４年８月洪水などの対応
を調整・連携を図る

国
土
交
通
省

小
松
市
長

能
美
市
長

手取川・梯川水系流域治水協議
会（令和４年８月豪雨災害を踏ま
えた梯川水系流域治水対策検討
部会）にて、「梯川水系緊急治水
対策プロジェクト」を策定し、各機
関の対策、取り組み進捗状況の
把握等、調整、連携を実施。

R4.11.28 対策検討部会

R6.12.26 小松市総合治水対策
推進協議会

令和４年８月洪水を踏まえた小松市
内の内水対策計画（小松市雨水総合
管理計画）については、学識者、市民
、事業者、関係行政機関の代表で構
成される「小松市総合治水対策協議
会※」の意見を踏まえて策定予定。

※ 「小松市総合治水対策協議会」は、「小松市総
合治水対策の推進に関する条例」により設置

横断図イメージ（梯川及び小松市街地）

内水対策前の水位
（床下浸水）

梯川

内水対策前の水位
（床上浸水以上）

河川整備前の水位

河川整備後の水位

計画高水位 H.W.L

横断図（支川鍋谷川（梯川合流点上流5km付近））

河道掘削断面
堤防整備断面



○梯川の小松大橋～白江大橋区間では、水際植生の保全、創出に配慮した河道掘削及び低水護岸工事を実施。

○具体的には、①矢板護岸の天端を平水位以下にするとともに水際を緩傾斜としてヨシ群落の生育環境を保全･創出、②ヨシ群落の早期復元を図るた
め表土を整備断面に覆土を実施。③引堤により創出される高水敷には、引堤前の在来植生環境を創出。

○整備後のモニタリングの結果、水際に連続してヨシ群落の分布を確認。緩傾斜による生育環境の創出・表土の覆土の実施により、ヨシ群落の保全・
創出につながったものと考えられる。

梯川5ｋ～6.0ｋ付近 垂直写真・水際植生図
整備前(平成27年（2015年）)

粗朶沈床

平水位

【魚類の生息環境の保全・創出】
根固めに粗朶沈床を用いて魚類等の生息
環境を保全・創出

【水際植生の早期復元】
水際植生の早期復元を図るため
ヨシ等の表土を整備断面に覆土

ヨシ群落

【水際植生の生育環境の保全・創出】
矢板護岸の天端を平水位以下にするとともに、水
際を緩傾斜としてヨシの生育環境を保全･創出

＜ヨシの水質浄化機能＞
ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される

ヨシの根を含む表土
の掘削、仮置

河川環境の整備と保全 水際、高水敷における植生の保全、創出に配慮した整備 梯川水系

梯川5ｋ～6.0ｋ付近 垂直写真・水際植生図
整備後(平成30年（2018年）)

(平成30年(2018年)9月)

(平成28年(2016年)5月)

工事完成後

5.2k

5.2k

5.4k

5.4k

5.6k

5.6k

5.8k

5.8k

5.2k

5.2k

5.4k

5.4k

5.6k

5.6k

5.8k

5.8k

工事完成から2年後
写真位置

現況

(令和6年(2024年)8月)

ヨシ群落

15

【多様な生物の生息環境の保全・創出】
オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生息・繁殖
場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となっている
ヨシを保全・創出

ヨシ群落

【引堤に伴う高水敷の状況について】
引堤に伴い低水路幅(水面幅)が約2倍に拡大、堤防・高水敷の面積及び環境(シバ群落、チ
ガヤ群落)は変わらず維持、低水護岸整備に伴い消失する水際植生(ヨシ群落)を保全・創出

裸地部

(引堤工事中)

裸地部

(引堤工事中)

：堤防法線（引堤前）

：水際線（引堤後）

シバ群落
チガヤ群落

多くの人が散策等で
利用する開放的で
自然豊かな河川空間

高水敷は引堤前の面積を引堤後も確保

水際植生の保全、創出に配慮した低水護岸
工事の実施
(平成27年(2015年)～平成28年(2016年))

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水敷
は、もともと生育していたシバ・チガ
ヤ等の在来植生を保全・創出

白江大橋より下流を望む(平成26年(2014年)8月撮影)

引堤前の河川空間 引堤後(現況)の河川空間

白江大橋より下流を望む(令和7年(2025年)3月撮影)

堤防・高水敷の環境
(シバ群落、チガヤ
群落)は維持

水際植生(ヨシ群
落)の保全・創出

水面幅
の拡大



区                                利用状況の割合

分
令和

元年度

令和

6年度
令和元年度 令和6年度

利 スポーツ 4 6

用 釣り 17 30

形 水遊び 5 7

態 散策等 51 96

別 合計 77 139

利 水面 6 10

用 水際 18 32

場 高水敷 16 19

所 堤防 37 78

別 合計 77 139

項目

年間推計値(千人)

スポーツ

5% 釣り

22%

水遊び

7%

散策等

66%

水面

8%

水際

23%

高水敷

21%

堤防

48%

スポーツ

4% 釣り

22%

水遊び

5%散策等

69%

水面

7%

水際

23%

高水敷

14%

堤防

56%
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梯川 能美大橋(A類型)

A型環境基準点：2.0mg/l
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前川 浮柳新橋(B類型)
木場潟中央(湖沼A類型)

B型環境基準点：3.0mg/l、湖沼A型環境基準点：3.0mg/l

○河川空間は散策、釣り、スポーツや水遊びの場として利用されている。

○水質は、梯川及び支川郷谷川ではBOD値に関して近年すべての基準点において環境基準値を満足している。閉鎖性水域である木場潟及び前川で
は環境基準値を満足していない。

○石川県、小松市では木場潟の水質改善に向けて、水耕植物を活用した水質浄化に取組んでいる。

人と河川との豊かな触れ合いの場、景観

 梯川水系の河川水質は、前川(浮柳新橋)を除
く地点でA類型相当の水質を保持している。

 前川(浮柳新橋)においては当該類型の環境基
準を大幅に上回っており、水質の改善が必要
である。

河川環境の整備と保全 人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、水質

※プロット値0は観測簿表記「＜0.5(検出されず)」を表す
利用状況(左：散策、中：釣り、右：スポーツ(レガッタ)) 水質(BOD75％値)の経年変化
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梯川 石田橋(B類型)

A型環境基準点：2.0mg/l
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郷谷川 沢大橋(A類型)

A型環境基準点：2.0mg/l

水質

梯川水系
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ごうたにがわ

ごうたにがわ

き ば がた

 令和6年度の河川水辺の国勢調査(河川空間利用実態調査)によれば、梯川の河川空間
は年間推計約13.9万人に利用されている。利用形態別の利用状況は「散策等」が69%
と最も多く、次いで「釣り」の22%、「水遊び」が5％、「スポーツ」が4%である。

 梯川は市街地の貴重なオープンスペースとして、市民の憩いの場として利用されて
いる。下流域(感潮域)の流れは緩やかであるため、レガッタやカヌーなどの河川空
間利用が盛んである。

人と河川との豊かな触れ合いの場、景観

利用者数(年間推計)

公共用水域及び環境基準点位置図

能美市

川北町

白山市

加賀市

小松市

鍋谷川

ぶつだいじがわ

仏大寺川

かすかみがわ

滓上川

木場潟

赤瀬ダム
(県)

鈴ヶ岳

お
お
す
ぎ
だ
に
か
わ

大
杉
谷
川



○梯川では１団体（梯川協議会）が河川協力団体に指定されており、梯川流域の定期的なごみ拾いや、水辺の活性化を目的にした官民一体の「ミズベリングプロジェ

クト」の一環で「水辺で乾杯」を毎年実施している。

河川環境の整備と保全 河川協力団体等の活動 梯川水系

○市民団体の「おおかわの会」では、梯川の取水堰に手作り魚道を設置するなど、魚類の移動の連続性確保に向けた取組を行っている。身近なSDGsの会「ゴール

17こまつ」は、子供向け啓発動画紙芝居の上映やプラゴミアートづくりの作品展開催など、海洋プラスチックゴミ削減の啓発活動を行っている。

手づくり魚道の設置 海洋ブラスチックゴミによる作品展の開催
出典：第16回いい川・いい川づくりワークショップin白山手取川 発表資料集

定期的なごみ拾い 水辺で乾杯2022 水辺で乾杯2024

17



②基本高水のピーク流量の検討

18



○気候変動による降雨量増大を考慮した基本高水のピーク流量を検討。

○基準地点は現行計画の小松大橋地点を踏襲。

○計画降雨量については、計画規模は現行計画の1/100を踏襲し、降雨量変化倍率1.1倍
を乗じた値を対象降雨の降雨量と設定。

○降雨データの蓄積や実績降雨の継続時間、洪水到達時間等を踏まえ、降雨継続時間を
確認、現行計画と同じ9時間と設定。

○気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を
用いた検討、既往洪水からの検討を総合的に判断し、基準地点小松大橋において、基
本高水のピーク流量を1,700m3/sから1,900m3/sへ変更。

②基本高水のピーク流量の検討 ポイント 梯川水系
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工事実施基本計画、河川整備基本方針における基本高水のピーク流量の設定の考え方

○現行の河川整備基本方針では、工事実施基本計画の基本高水のピーク流量を検証の上、踏襲している場合が多く、工事実施基本計画においては、

限られた雨量、流量データ、実績洪水の情報を用い、現在の基本高水のピーク流量の算定方法とは異なる手法を用いて算定。

梯川水系

20

気候変動による降雨量の増加を踏まえた
河川整備基本方針の変更

工事実施基本計画 河川整備基本方針

○ 工事実施基本計画策定後、計画を上回る規模の洪水が発生し
ておらず、流域の状況等に変化がない場合は、流量データによ
る確率からの検討や、既往洪水による検討等により、既定計画
の妥当性を検証の上、既定計画を踏襲し基本高水のピーク流
量を設定。

○ 既定計画を上回る洪水が発生した場合や計画の規模の見直し
を行った場合等には、降雨データの確率統計解析等を行い、基
本高水のピーク流量を見直し。

■梯川水系河川整備基本方針（平成20年（2008年））

○ 基準地点は工事実施基本計画を踏襲し小松大橋地点に設定。

○ 氾濫区域内の利用状況に大きな変化はなく、計画規模は工事
実施基本計画と同じW＝1/100に設定。

○ 雨量データによる検討
計画降雨継続時間を洪水到達時間、短時間雨量とピーク流量
の相関から計画降雨継続時間を9時間に設定。昭和43年（1968
年）～平成18年（2006年）の年最大9時間雨量を用いて1/100確
率雨量145mm/9hを算出。1/100確率雨量に引伸ばした降雨を
用いて流出計算を実施。小松大橋地点のピーク流量の最大が
昭和56年（1981年）7月洪水波形で1,638m3/s≒1,700m3/sとなっ
た。

○ 流量データによる確率の検討、既往洪水による検証、モデル降
雨波形による検討を行い、小松大橋地点の基本高水のピーク
流量1,700m3/sは妥当であると判断。

○ 平成22年（2010年）までの降雨データについて確率
統計解析を行い、降雨量変化倍率を考慮して計画
降雨量を設定、過去の主要降雨時の波形を活用し
て基本高水のピーク流量を見直し。

■梯川水系河川整備基本方針変更案

○ 計画規模1/100を踏襲、計画降雨量は降雨継続時
間を現行基本方針と同じ9時間とし、昭和43年（1968
年）～平成22年（2010年）の43年間の降雨データに
ついて確率統計解析を行い、降雨量変化倍率を乗
じて158mm/9時間と設定。

○ 過去の33の主要洪水から、著しい引き伸ばしとなる
18洪水を除いた15洪水で流出計算を実施、小松大
橋地点ピーク流量の最大が昭和56年（1981年）7月
洪水波形で1,840m3/s≒1,900m3/sとなった。

○ 計画策定時までに得られた降雨、流量データによ
る確率統計解析や、実績洪水などを考慮して、基
本高水のピーク流量を設定。

■梯川水系工事実施基本計画（昭和46年（1971
年）改定）

○ 氾濫区域内の経済的、社会的発展が著しく、治水
安全度の向上を図る必要があることから、氾濫区
域内の資産状況等を総合的に判断し、W=1/100と
設定した。

○ 計画降雨継続時間は、実績降雨の継続時間を考
慮して1日を採用した。 明治45年（1912年）～昭和
45年（1970年）までの59年間を対象に年最大流域
平均日雨量を確率処理し、基準地点小松大橋にお
いて 208mm/日と決定した。

○ 降雨をハイドログラフに変換するための流出計算
モデル（貯留関数法）を作成し、流域の過去の主要
洪水における降雨分布特性により流出計算モデル
を同定した。

○ 流域の過去の主要洪水における降雨波形を計画
降雨量まで引き伸ばし、同定された流出計算モデ
ルにより流出量を算定した。

○ 基本高水のピーク流量は、上記の流出計算結果
から、基準地点において計算ピーク流量が最大値
となる昭和43年（1968年）8月波形を採用し、小松
大橋地点1,700m3/s に決定した。

図 各手法による基本高水のピーク流量算定法



計画対象降雨の継続時間の設定（基準地点小松大橋）

○洪水到達時間や強度の強い降雨の継続時間、ピーク流量と時間雨量との相関関係等から、対象降雨の降雨継続時間を総合的に判断し、現行の

河川整備基本方針の降雨継続時間である9時間を踏襲した。

梯川水系
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係
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定義①： ピーク流量生起時刻前で最大となる短時間雨量

定義②： ピーク流量生起時刻から遡る短時間雨量
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Kinematic Wave法及び角屋の式による洪水到達時間の検討 ピーク流量と短時間雨量との相関関係

強度の強い降雨の継続時間の検討

Kinematic Wave法：矩形斜面上の表面流にKinematic Wave理論を適用して洪水到達時間
を導く手法。実績のハイエトとハイドロを用いて、ピーク流量生起時刻以前の雨量がピーク
流量生起時刻（ｔp）の雨量と同じになる時刻（τp）によりTp＝ｔp－τpとして推定

角屋の式：Kinematic Wave理論の洪水到達時間を表す式に、河道長と地形則を考慮した式

Ｔp

τp

ｔp

ｒe

ｑp

：洪水到達時間
：ピーク流量を発生する特性曲線の上

流端での出発時刻
：その特性曲線の下流端への到達時刻
：τp～ｔp間の平均有効降雨強度
：ピーク流量

Ｔp＝ＣＡ0.22・ｒe
-0.35

：洪水到達時間（min）
：流域面積（km2）
：時間当たり雨量（mm/h）
：流域特性を表す係数

丘陵山林地域 C=290
放牧地・ゴルフ場 C=190～210
粗造成宅地 C=90～120
市街化地域 C=60～90

Ｔp

Ａ
ｒe

Ｃ

実績雨量から必要な降雨継続時間は、5mm以上の継続時間で平均9時間、10mm以上の
継続時間で平均5時間となり、概ね9時間でカバー可能である。

ピーク流量と相関の高い短時間雨量の時間帯は6～12時間、その中で定義①と定義②の
平均値は9時間が最も高い。

※対象洪水は実績流量の上位10洪水

※基準地点小松大橋における年最大流量を対象（S43～R4：55年間）

 Kinematic Wave法による洪水到達時間は4～13時間（平均6.3時間）と推定した。

 角屋の式による洪水到達時間は3.7～6.1時間（平均5.0時間）と推定した。

※対象洪水は実績流量の上位10洪水

相関関係が高い期間

角屋の式Kinematic
wave法

算定結果
(hr)

ダム戻し流量
(m3/s)

降雨年月日No. 算定結果
(hr)

平均有効
降雨強度
（mm/hr）

4.6204975S43.8.281

6.197637S56.7.32

5.21471,115H10.9.223

5.3137724H16.10.204

4.5214722H18.7.175

5.6126605H18.7.196

5.21413791H25.7.297

4.6205723H29.8.88

5.6126736H29.10.239

3.73841,421R4.8.410

5.0-6.3-平均値
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年最大9時間雨量（基準地点小松大橋上流域平均雨量）

令和4年8月出水222mm昭和43年8月出水132mm

雨量標本期間：S43～H22

144

基本高水の設定 計画対象降雨の降雨量の設定

○既定計画策定時と流域の重要度等に大きな変化がないことから、計画規模1/100を踏襲した。

○計画規模の年超過確率1/100の降雨量144mm/9hに降雨量変化倍率1.1倍を乗じた値、158mm/9hを計画対象降雨の降雨量と設定した。

梯川水系
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計画対象降雨の降雨量

降雨量変化倍率の算定に用いている過去実験の期間が2010年までであることを踏まえ、既定計画から雨量標本のデータ延伸を一律に2010年までにとどめ、2010年までの雨量標本
を用い、定常の水文統計解析により確率雨量を算定し、これに降雨量変化倍率を乗じた値を計画対象降雨の降雨量とした。

※：SLSC≦0.04

■年超過確率1/100の算定結果一覧

LN4PMLN2PMLN2LMLN3PMLN3QIshiTakaIwaiLogP3LP3RsGevSqrtEtGumbelExp

136139139141138141141－1381461661441611/100降雨量（mm/9h）

0.0270.0260.0260.0260.0260.0270.026－0.0260.0260.0330.0260.046SLSC

11.712.613.511.313.111.412.4－4.416.94.511.914.2JackKnife推定誤差

389.8385.7385.7387.7387.7387.7387.7－－387.7386.9385.6365.2pAIC

雨量標本に経年的変化の確認として「非定常状態の検定：Mann-Kendall検定等」を行った上で、非定常
性が確認されない場合は、最新年までデータ延伸し、非定常性が確認された場合は「非定常性が現れ
る前までのデータ延伸」にとどめ、定常の水文統計解析による確率雨量の算定等も併せて実施。
なお、本検討では計画降雨量の158mm/9hを大きく超過する令和4年（2022年）8月洪水を除く、令和3年
（2021年）までの雨量標本を用いて検討を実施した。

○Mann-Kendall検定（定常／非定常性を確認）
昭和43年（1968年）～平成22年（2010年）及び雨量データを1年ずつ追加し、令和3年（2021年）までのデータを
対象とした検定結果を確認
⇒データを令和3年まで延伸しても、非定常性が確認されないため、令和3年までデータ延伸を実施

○データ延伸を実施
定常性が確認できる令和3年（2021年）まで雨量統計期間を延伸した場合のGumbel分布による確率雨量を算定
⇒令和3年（2021年）までの雨量データを用いた場合の超過確率1/100確率雨量は155mm/9hとなり、

データ延伸による確率雨量に大きな差がないことを確認

【参考】近年降雨の気候変動の影響等の確認

基準地点小松大橋における雨量確率計算結果

拡大図

136㎜ 166㎜

1/100

SqrtEt
（平方根指数型最大値分布）

は標本との乖離が大きい

144mm

144mm×1.1倍＝158mm

■時間雨量データの存在する昭和43年（1968年）～平成22年（2010年）の年最大9時間雨量を対象に、確率分布モデルによる1/100確率雨量を算定。

■SLSC※やJackKnife推定誤差に加えpAICの指標から、総合的に勘案してGumbel分布を採用。



気候変動前1/100雨量への

引き伸ばし率2倍以下

（雨量144/2=72mm以上）

埴田地点氾濫注意水位相当

小松大橋流量以上

（流量200m3/s以上）
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主要降雨波形群の設定（基準地点小松大橋）
○梯川の基準地点小松大橋における主要洪水は、氾濫注意水位相当流量以上、年超過確率1/100の9時間雨量への引き伸ばし率が2倍以下（1.1倍する前の確率

雨量）となる33洪水を選定した。

○選定した洪水の降雨波形を対象に、年超過確率1/100の9時間雨量158mmとなるような引き伸ばしした降雨波形を作成し流出計算を行い、基準地点小松大橋にお
いて722～1,840m3/sとなった。

○このうち、小流域あるいは短時間の降雨量が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500以上）となっている洪水については棄却した。地域分布は滓上川合流部より上流
、下流、時間分布はKinematic wave法による洪水到達時間の1/2の3時間、降雨継続時間の1/2の5時間を用いた。

○ただし、令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

梯川水系
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棄却気候変動考慮 1/100×1.1倍
小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 時間
分布

地域
分布

小松大橋地点
ピーク流量
（m3/s）

引き伸ばし
率

計画降雨量
（mm）

1,0911.1930158132.46S43.8.281

×9161.984715879.61S45.6.152

×6371.3955158113.22S47.7.23

1,3362.064315876.54S47.9.174

8001.3799158114.50S54.8.215

××1,0192.028815877.88S54.10.16

1,8402.181415872.43S56.7.37

×1,1251.960315880.60S58.9.288

×1,4772.168515872.86S59.6.269

×8601.951815880.95S60.6.2510

8842.060515876.68H2.9.2011

×6522.181415872.43H7.8.3112

×1,1221.806115887.48H8.6.2513

×1,2971.803415887.61H10.9.1714

××1,0931.591915899.25H10.9.2215

××1,0521.813215887.14H14.7.1316

1,0881.4278158110.66H16.10.2017

8401.2766158123.77H18.7.1718

1,1851.668815894.68H18.7.1919

8561.813615887.12H21.6.2320

9392.015815878.38H23.5.2921

×9911.1050158142.99H25.7.2922

7221.699715892.96H25.8.2323

×8881.746015890.49H25.9.1624

8171.839815885.88H28.10.925

9561.1038158143.14H29.8.826

7871.951615880.96H29.9.1827

×1,1301.784515888.54H29.10.2328

×9161.5301158103.26H30.7.529

9271.973015880.08H30.9.430

×1,3391.924515882.10R2.6.1431

1,2750.7121158221.88R4.8.432

××1,2132.064815876.52R4.8.2133

※赤字：ピーク流量最大値

※■：著しい引き伸ばしとなっている洪水
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降
雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

9時間雨量

94.7mm/9h
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1,185m3/s
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雨量データによる確率からの検討



○梯川の基準地点小松大橋における主要洪水は、氾濫注意水位相当流量以上、年超過確率1/100の9時間雨量への引き伸ばし率が2倍以下（1.1倍する前の確率雨量）

となる33洪水を選定し、小流域あるいは短時間の降雨量が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500以上）となっている洪水を棄却した結果、18洪水が棄却され、このうち

15洪水がクラスター2に分類される洪水であった。

○下流域の棄却基準は137mm/9h、上流域は210ｍｍ/9hのため、クラスター1や2の下流域での雨量が大きい降雨波形は棄却されるケースが多くなっている。

○ただし、令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

主要降雨波形群の設定（基準地点小松大橋） 棄却理由の確認

主要洪水の選定結果
（クラスター分類追加）

1/500雨量
棄却基準

5時間3時間下流域上流域

134107137210雨量（mm）

クラスター
分類

現在気候1/100（144mm/9h）
引き伸ばし雨量（mm）

将来気候
1/100 × 1.1
158mm/9h

現在気候1/100
144mm/9h

小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 時間分布地域分布

5時間3時間下流域上流域
小松大橋地点

ピーク流量（m3/s）
引き伸ばし率引き伸ばし率

2102.767.7131.0153.61,0911.1931.087132.46S43.8.281

287.064.8148.2141.79161.9851.80979.61S45.6.152
2111.586.9155.4137.86371.3961.272113.22S47.7.23
286.984.1125.6154.51,3362.0641.88176.54S47.9.174
295.060.6134.8149.38001.3801.258114.50S54.8.215

2130.5107.2148.7141.91,0192.0291.84977.88S54.10.16
3112.986.5108.7166.51,8402.1811.98872.43S56.7.37
297.966.2152.0139.81,1251.9601.78780.60S58.9.288

2106.9101.7152.2139.31,4772.1691.97672.86S59.6.269
185.760.4174.7126.98601.9521.77980.95S60.6.2510
294.357.0131.7153.58842.0611.87876.68H2.9.2011
1117.391.3173.5128.66522.1811.98872.43H7.8.3112

296.557.5157.6143.71,1221.8061.64687.48H8.6.2513
296.574.2146.0146.71,2971.8031.64487.61H10.9.1714
2133.6115.0140.0146.31,0931.5921.45199.25H10.9.2215

2135.8121.3143.7145.01,0521.8131.65387.14H14.7.1316
297.266.8135.4150.71,0881.4281.301110.66H16.10.2017
2108.877.4121.6156.78401.2771.163123.77H18.7.1718
292.957.3131.2151.31,1851.6691.52194.68H18.7.1919

2109.183.7135.3148.98561.8141.65387.12H21.6.2320
395.362.5118.1158.69392.0161.83778.38H23.5.2921
290.156.1141.4147.59911.1051.007142.99H25.7.2922

2116.793.1127.5154.27221.7001.54992.96H25.8.2323
2108.275.0137.4148.68881.7461.59190.49H25.9.1624
2113.190.1135.8148.68171.8401.67785.88H28.10.925
3101.868.8107.4164.89561.1041.006143.14H29.8.826

2129.5106.1134.2149.57871.9521.77980.96H29.9.1827
2103.671.3151.2140.31,1301.7851.62688.54H29.10.2328
288.357.9154.3138.19161.5301.395103.26H30.7.529

2113.780.3130.5151.89271.9731.79880.08H30.9.430
2121.4105.5139.4146.61,3391.9241.75482.10R2.6.1431
1118.782.6164.0141.31,2750.7120.649221.88R4.8.432
2134.4112.3142.0146.11,2132.0651.88276.52R4.8.2133

※赤字：ピーク流量最大値 ※■：著しい引伸ばしとなっている洪水 ※■：棄却基準値を超過する雨量
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、時間分布で棄却に値するとしても棄却は行っていない。
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9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

基本高水の設定 計画規模相当におけるアンサンブル予測降雨波形の抽出

○アンサンブル将来予測降雨波形（過去実験及び将来実験）から、計画降雨量（基準地点小松大橋158mm/9h）の±30％の範囲内で、最大・最小のピ

ーク流量を含む10洪水を抽出した。抽出した洪水は、中央集中や二山波形など、様々な降雨波形が含まれていることを確認。

○抽出した降雨波形を対象に、気候変動を考慮した1/100確率規模（基準地点小松大橋158mm/9h）まで引き伸し（又は引き縮め）を行い、流出計算モ

デルにより流出量を算出。

梯川水系

アンサンブル将来予測降雨波形データを用いた検討

最大

最小
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±30パーセントの枠

計画規模降雨量×1.1
=158mm/9h

9時間雨量

158.6mm/9h

ピーク流量：

1,763m3/s
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引き伸ばし後流量

9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

小松大橋地点
引伸ばし
率

気候変動後小松大橋地点
洪水名 ピーク流量

（m3/s）
1/100雨量
（mm）

9時間雨量
（mm）

1,7630.997

158

158.6HPB_m002_10
過
去
実
験

1,5190.803196.7HPB_m002_28
1,6141.118141.4HPB_m005_21
1,1731.276123.8HPB_m006_23
2,1031.381114.5HPB_m022_29
6111.346

158

117.4HFB_2K_CC_m101_13
将
来
実
験

1,2811.258125.6HFB_2K_CC_m105_02
2,1981.425110.9HFB_2K_GF_m101_01
8711.160136.2HFB_2K_GF_m101_23

188.5HFB_2K_MP_m105_26 1,6530.838

9時間雨量

196.7mm/9h

ピーク流量：

1,519m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

9時間雨量

141.4mm/9h

ピーク流量：

1,614m3/s
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HPB_m005_21
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9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

9時間雨量

123.8mm/9h

ピーク流量：

1,173m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

9時間雨量

114.5mm/9h

ピーク流量：

2,103m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)

(m3/s)

9時間雨量

117.4mm/9h

ピーク流量：

611m3/s
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9時間雨量算定期間
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9時間雨量

125.6mm/9h

ピーク流量：

1,281m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)
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9時間雨量

110.9mm/9h
ピーク流量：

2,198m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)
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9時間雨量

136.2mm/9h

ピーク流量：

871m3/s
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9時間雨量算定期間

(mm)
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流量：2,085m3/s

流量：371m3/s

アンサンブル
予測降雨波形
の違いによる
流量の幅
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過去実験 将来実験

主要降雨波形群に不足する降雨パターンの確認
○これまで、実績の降雨波形のみを計画対象としてきたが、基本高水の設定に用いる計画対象の降雨波形群は、対象流域において大規模洪水が生起

し得る様々なパターンの降雨波形等を考慮する必要がある。

○気候変動等による降雨特性の変化によって追加すべき降雨波形がないかを確認するため、アンサンブル将来予測降雨波形を用いて空間分布のクラス

ター分析を行い、将来発生頻度が高まるものの、計画対象の降雨波形に含まれていないクラスターの確認を実施した。

○その結果、小松大橋地点における今回抽出した過去の実績降雨波形に含まれないクラスター分類は存在しなかった。

梯川水系
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空間クラスター分析による主要洪水群に不足する地域分布の降雨パターンの確認

主要洪水のクラスター 分類結果

クラスター１
下流域多雨型

クラスター２
均等型

クラスター３
上流域多雨型

アンサンブル降雨波形の出現頻度（クラスター毎）

クラスター
分類

気候変動考慮 1/100×1.1倍小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 小松大橋地点ピーク流量
（m3/s）

引伸ばし率
計画降雨量

（mm）

21,0911.1930158132.46S43.8.281

29161.984715879.61S45.6.152

26371.3955158113.22S47.7.23

21,3362.064315876.54S47.9.174

28001.3799158114.50S54.8.215

21,0192.028815877.88S54.10.16

31,8402.181415872.43S56.7.37

21,1251.960315880.60S58.9.288

21,4772.168515872.86S59.6.269

18601.951815880.95S60.6.2510

28842.060515876.68H2.9.2011

16522.181415872.43H7.8.3112

21,1221.806115887.48H8.6.2513

21,2971.803415887.61H10.9.1714

21,0931.591915899.25H10.9.2215

21,0521.813215887.14H14.7.1316

21,0881.4278158110.66H16.10.2017

28401.2766158123.77H18.7.1718

21,1851.668815894.68H18.7.1919

28561.813615887.12H21.6.2320

39392.015815878.38H23.5.2921

29911.1050158142.99H25.7.2922

27221.699715892.96H25.8.2323

28881.746015890.49H25.9.1624

28171.839815885.88H28.10.925

39561.1038158143.14H29.8.826

27871.951615880.96H29.9.1827

21,1301.784515888.54H29.10.2328

29161.5301158103.26H30.7.529

29271.973015880.08H30.9.430

21,3391.924515882.10R2.6.1431

11,2750.7121158221.88R4.8.432

21,2132.064815876.52R4.8.2033

※赤字：ピーク流量最大値

※■：著しい引伸ばしとなっている洪水
※令和4年8月波形は計画降雨量を超過する実績波形であることから、引き縮め後の降雨量が地域分布、
時間分布で棄却に値するとしても棄却は行わない。

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

凡例

（mm/9h）

クラスター２
均等型

クラスター３
上流域多雨型

クラスター１
下流域多雨型

過去実験 将来実験



梯川及び手取川流域 主な実績洪水の降雨パターンの確認
○梯川流域及び手取川流域の主な実績洪水（昭和51年9月11洪水、昭和56年7月3日洪水、平成18年7月17日洪水、平成29年8月8日洪水、令和4年8月4

日洪水）における降雨パターンを確認した。

○その結果、令和4年8月4日洪水は梯川におけるクラスター1、手取川におけるクラスター4、平成18年7月17日洪水は梯川におけるクラスター2、手取川

におけるクラスター4、平成29年8月8日洪水は梯川におけるクラスター3、手取川におけるクラスター4であった。なお、昭和51年9月11洪水は梯川におい

てはクラスターなし、手取川におけるクラスター1、昭和56年7月3日洪水は梯川においてはクラスターなし、手取川におけるクラスター2であった。
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S56.7.3洪水

H18.7.17洪水

S51.9.11洪水

R4.8.4洪水
凡例
(mm/9h)

100 ～ 120

120 ～ 140

140 ～ 160

160 ～ 180

180 ～ 200

200 ～ 220

～ 100

220 ～ 240

240 ～ 260

260 ～

H29.8.8洪水

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川流域
クラスター1
手取川上流域

多雨型

梯川流域
クラスターなし

手取川
（基準地点鶴来）

梯川
（基準地点小松大橋）

クラスター
４

5,764m3/s
【戦後最大

洪水】

クラスター
１

1,421m3/s
【戦後最大

洪水】

令和4年（2022年）
8月4日洪水

クラスター
３

2,284m3/s
クラスター

３
723m3/s

平成29年（2017年）
8月8日洪水

クラスター
４

3,196m3/s
クラスター

２
722m3/s

平成18年（2006年）
7月17日洪水

クラスター
２

3,050m3/s
クラスター

無し
637m3/s

昭和56年（1981年）
7月3日洪水

クラスター
１

1,926m3/s
クラスター

無し
-

（洪水なし）
昭和51年（1976年）

9月11日洪水

基準地点流量（ダム無し推定）

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域 手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域
手取川
残流域

大日川
流域

手取川
上流域

尾添川
流域

下流域

上流域

手取川流域
クラスター４

均等型

梯川流域
クラスター２

均等型

手取川流域
クラスター２
手取川上流域
尾添川流域

多雨型

梯川流域
クラスターなし
梯川洪水なし

手取川流域
クラスター３
大日川流域

残流域多雨型

梯川流域
クラスター３

滓上川より上流域
多雨型

手取川流域
クラスター４

均等型

梯川流域
クラスター１
滓上川より下流域

多雨型
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総合的判断による基本高水のピーク流量の設定（基準地点小松大橋）

○気候変動による外力の増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を用いた検討、既往

洪水からの検討から総合的に判断した結果、計画規模1/100の流量は1,900m3/s程度であり、梯川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点

小松大橋において1,900m3/sと設定した。

引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるS56.7波形

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いた主要降雨波形群

新たに設定する基本高水基本高水の設定に係る総合的判断

【凡例】
② 雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率

（２℃上昇時の降雨量の変化倍率1.1倍）を考慮した検討
×：短時間・小流域において著しい引き伸ばしとなっている洪水
●：棄却された洪水（×）のうちアンサンブル予測降雨波形（過去実験、将来予測）

の時空間分布から見て将来起こり得ると判断された洪水

③ アンサンブル予測降雨波形を用いた検討：
計画対象降雨の降雨量（158mm/9h) に近い洪水を抽出

○：気候変動予測モデルによる現在気候（1980年～2010年）又は
将来気候（2℃上昇）の洪水のうち、
小松大橋上流域9時間雨量が対象降雨の降雨量（158mm/9時間）の
±30%の範囲内である洪水

②
【降雨量変化倍率考慮】

雨量データによる確率から検討
（標本期間：S11～H22）

①
既定計画の
基本高水
ピーク流量

③
アンサンブル予測

降雨波形を用いた検討
（参考）

④
既往洪水
からの検討

＜主要降雨波形群＞ ＜棄却＞

新たに設定する基本高水の
ピーク流量（案）1,900m3/s

昭和8年7月出水
1,693

起こらないとは
言えない

実績引き伸ばし
降雨波形

令和4年8月出水
1,421

昭和34年8月出水
1,391

気候変動考慮 1/100×1.1倍小松大橋
9時間雨量
（mm）

洪水名No 小松大橋地点
ピーク流量（m3/s）

引き伸ばし率
計画

降雨量

1,0911.193158132.46S43.8.281

1,3362.06415876.54S47.9.172

8001.380158114.50S54.8.213

1,8402.18115872.43S56.7.34

8842.06115876.68H2.9.205

1,0881.428158110.66H16.10.206

8401.277158123.77H18.7.177

1,1851.66915894.68H18.7.198

8561.81415887.12H21.6.239

9392.01615878.38H23.5.2910

7221.70015892.96H25.8.2311

8171.84015885.88H28.10.912

9561.104158143.14H29.8.813

7871.95215880.96H29.9.1814

9271.97315880.08H30.9.415

1,2750.712158221.88R4.8.416

※赤字：ピーク流量最大値洪水

梯川水系

28



③計画高水流量の検討
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③計画高水流量の検討 ポイント 梯川水系
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○ 梯川水系では、平成8年（1996年）に分水路計画を追加した直轄河川改修計画に改定し、平成11
年（1999年）に小松市街地において河川整備と都市計画道路等他施設が一体となったまちづくり
を推進するため都市計画が決定し、平成29年には梯川分水路が通水、竣工するなど、治水安全
度を向上させてきた。

○ さらなる気候変動へ対応するため、河川整備のみならず、流域治水の観点を踏まえた既設ダムの
さらなる有効活用や、流域を俯瞰した貯留・遊水機能の確保について幅広く検討を行った。

○ 梯川の大臣管理区間では、現行基本方針の河道配分流量に対応した河道断面の確保に向けて、
動植物の生物・生育・繁殖環境の保全、再生、創出を図りつつ、下流より順次、引堤及び低水路
掘削を実施しており、河口から7kmまでの区間では引堤後の堤防の背後に市街地が形成されてお
り、さらに上流においても引堤及び低水路掘削、及び引堤に伴う橋梁の架替等を実施している。

○ 河道配分流量を既定計画より増大させた場合、橋梁の再架替を含む再引堤が必要となり、再引
堤区間内には家屋が連担する区間もあることから、地域社会への影響が大きく困難である。

○ 一方で、既存ダムの洪水調節施設の最大限の活用やダム再生とともに、基準地点小松大橋上流
における遊水地等の新たな貯留・遊水機能の確保により、今回変更する基準地点小松大橋の基
本高水のピーク流量1,900m3/sのうち、900m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を
1,000m3/sまで低減することが可能であることを確認。

○ 以上から、基準地点小松大橋において基本高水のピーク流量1,900m3/sのうち、流域内の洪水調
節施設等により900m3/sを調節して、河道への配分流量を1,000m3/sとする。



河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方 梯川水系
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○計画高水流量（河道配分流量、洪水調節流量）の検討、設定にあたっては、流域治水の視点も踏まえ、流域全体を俯瞰した保水・貯留・遊水機能の

確保など幅広く検討を実施するとともに、河道配分流量の増大の可能性の検討も図り、技術的な可能性、地域社会への影響等を総合的に勘案し、

計画高水流量を設定。

【下流域】
①地域社会への影響や河川環境・河
川利用への影響等を踏まえて河道
配分流量の増大の可能性を検討。

計画高水の検討にあたっては、

地形条件等を踏まえ流域を

「下流域

（梯川・鍋谷川合流点より下流）」

「中・上流域

（梯川・鍋谷川合流点より上流）」

の２流域に区分し、新たな貯留・遊
水機能の確保の可能性や河道配分流
量の増大の可能性について検討。

Ｎ

梯川・鍋谷川合流点

主要な地点(河口)
河口から0.0km 主要な地点(埴田)

河口から9.8km

はねだ

仏大寺川
ぶつだいじがわ

滓 上 川
かすかみがわ

赤瀬ダム(県)
あかぜ

梯 川

梯川

大杉谷川 上流部

鈴ヶ岳
すずがだけ

基準地点
(小松大橋)

河口から3.2km

大臣管理区間

鍋 谷 川
なべたにがわ

流 域 界

想定氾濫区域

基準地点

IRいしかわ鉄道

北陸自動車道

市 町 堺

県 境

国 道

空 港

ダ ム

名称変更

木

潟
場ば

た

き

小松大橋小松大橋

下流部

大臣管理
区間
12.2km 中流部

梯川流域図

光 谷 川
みつたにがわ

157

8

364

157

8

【中・上流域】
②既存ダムの洪水調節機能の最大限の活

用等の可能性を検討。
③本・支川も含めて、新たな貯留・遊水

機能の確保の可能性を検討。

360

416

凡 例

：国 道

：北陸自動車道

：IRいしかわ鉄道

：ダ ム

：空 港

：北陸新幹線

8

：想定氾濫区域

：流 域 界

：基 準 地 点

：県 境

：市 町 境



河道配分流量の設定 河道配分流量の増大の可能性 梯川水系

○梯川の大臣管理区間のうち、河口より7km地点から大臣管理区間上流端（河口より12.2km地点）までの区間は、梯川水系河川整備計画に基づく、
引堤、低水路掘削を実施中。引堤に併せて、鍋谷川合流点上流の橋梁架替が3橋（荒木田大橋、中海大橋、百石谷大橋）完了しており、1橋（県道
小松辰口線梯川橋梁）で施工中。

○河道配分流量を現行基本方針より増大させた場合、完成間近の橋梁の再架替を含む再引堤が必要となり、再引堤区間内には家屋が連担する区
間もあることから、地域社会への影響が大きく困難である。

○このため、基準地点小松大橋において河道に配分可能な流量は、現行基本方針の計画高水流量の1,000m3/sとする。

百石谷大橋

（架替完了）

中海大橋

（架替完了）

軽海頭首工

令和6年（2024年）6月撮影

梯川
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滓上川
かすかみがわ

梯川
（
架
替
完
了
）

中
海
大
橋

（
架
替
完
了
）

百
石
谷
大
橋

鴨
浦
橋

（
架
替
完
了
）

荒
木
田
大
橋

仏大寺川
ぶつだいじがわ

（
架
替
中
）

県
道
小
松
辰
口
線
梯
川
橋
梁

堤防整備完了

堤防整備中

堤防整備中

令和4年10月撮影

軽
海
新
橋

10.4k

11.6k
家屋連担区間

：堤防法線（引堤前）
：堤防整備完了
：堤防整備中
：堤防整備予定

河道整備横断図（11.0k、11.4k）
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赤瀬ダム
（石川県）

鈴ヶ岳

お
お
す
ぎ
た
に
か
わ

大
杉
谷
川

埴田
はねだ

小松大橋

洪水調節流量の設定 既存の洪水調節施設等

○梯川流域には既存ダムとして、昭和53年（1978年）に完成した赤瀬ダム（石川県、多目的ダム）が存在。

○既存ダムにおける将来的な降雨予測精度の向上を踏まえ、洪水調節容量を効率的に活用する操作ルールへの変更やダム再生、流域内における

新たな貯留・遊水機能の確保について検討。

梯川水系

石川県小松市赤瀬町左岸
所在地

石川県小松市赤瀬町右岸

梯川（1級）河川名

F.N.目的

Ｇ：重力式コンクリートダム型式

m38堤高

km240.6流域面積

千m36,000総貯水容量

千m35,200有効貯水容量

千m3

千m3
（洪水期）5,200

（非洪水期）4,600
洪水調節可能容量

千m3

千m3
（洪水期）-

（非洪水期）600
流水の正常な
機能の維持容量

150mm/9h基準降雨量/継続時間

無ガイドライン以外の基準

一定率一定量洪水調節方式

1978（昭和53年）管理開始

河川法適用法規

億円49総事業費

石川県管理者

赤瀬（あかぜ）ダムの概要

貯水池容量配分図

 EL．122.0m

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位　　EL．120.0m

 38.0m
常時満水位　EL．108.0m

利水容量
不特定かんがい
600 千㎥

最低水位　EL．105.2m 制限水位　EL．105.2m

EL．98.0m EL．98.0m

洪水期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

6/15 9/30

33赤瀬ダム（航空写真） 赤瀬ダム（正面）

位置図



洪水調節流量の設定 利水ダム等の事前放流の効果 梯川水系
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赤瀬ダムの事前放流による効果（基準地点小松大橋）

小松大橋地点ハイドログラフ ＜雨量：158mm/9h（気候変動考慮1/100）引伸ばし＞

10987654321
条件

R4.8.4H29.10.23H29.8.8H25.7.29H18.7.19H18.7.17H16.10.20H10.9.22S56.7.3S43.8.28

1,2161,0107939681,0177349079271,396910①事前放流なし基準地点
最大流量 1,2131,0037879661,0127299019171,372904②事前放流あり

376255610246低減効果①-②

○ 梯川水系で治水協定を締結している赤瀬ダムにおいて、事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の洪水パターンを用い

た基準地点小松大橋における流量低減効果を試算した。

○ その結果、基準地点小松大橋における事前放流による流量低減効果は、洪水の波形によって約2m3/s～24m3/sであることを確認した。

単位：ｍ3/s

ピーク流量事前放流なし：1,216m3/s

ピーク流量事前放流あり：1,213m3/s
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洪水調節流量の設定 貯留・遊水機能の確保の検討

○既存ダムの洪水調節容量を効率的に活用する操作ルールへの変更やダム再生とともに、基準地点小松大橋上流における遊水地等の新たな貯留・

遊水機能の確保により、基準地点小松大橋の基本高水のピーク流量1,900m3/sのうち900m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を1,000m3/sま

で低減が可能であることを確認。

梯川水系

標高図

木場潟

前
川

小松大橋

はねだ

埴田
仏
大
寺
川

梯川
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基準地点上流において貯留・遊水機能を確保

標高図
（梯川流域全域）

滓上川

西
俣
川

凡例

流域界

ダム

水位観測所

八丁川

小松大橋

埴田

前
川

郷
谷
川

梯
川

鍋谷川

はねだ

赤瀬ダム

滓上川

西
俣
川

拡大

現行の河川整備計画においては、
基準地点小松大橋のピーク流量を約300m3/s低減

赤瀬ダム

遊水地のイメージ（刈谷田川遊水地）
出典：新潟県ウェブサイトより

貯留・遊水機能の確保の検討



河道と洪水調節施設等の配分流量図 梯川水系
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河道と洪水調節施設等の配分流量

洪水調節施設等による調節流量については、流域の地形や
土地利用状況、流域治水の視点等も踏まえ、基準地点のみ
ならず流域全体の治水安全度向上のため、具体的な施設計
画等を今後検討していく。

梯川計画高水流量図

現行
基本方針

変更
基本方針（案）

河道配分
流量

洪水調節
流量

河道配分
流量

洪水調節
流量

1,900

1,700

1,000

流量(m3/s)

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

将来の気候変動の影響を反映

基準地点 小松大橋

【現行】

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

基準地点

1,0007001,700小松大橋

【変更（案）】

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設等による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

基準地点

1,0009001,900小松大橋

○気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量1,900m3/s（基準地点小松大橋）を、洪水調節施設等により900m3/s調節し、

河道への配分流量を基準地点小松大橋において1,000m3/sとする。

■；基準地点

●；主要な地点

■；基準地点

●；主要な地点

は
ね
だ

は
ね
だ



気候変動を考慮した河口出発水位の設定 梯川水系

○気候変動の影響によって仮に海面水位が上昇したとしても手戻りのない河川整備を実施する観点から、河道に配分した計画高水流量を河川整備に

より計画高水位以下で流下可能か否かについて確認を実施。

○梯川では、河道の流下能力評価の算出条件として、既往洪水（平成25年（2013年）7月洪水）の痕跡最高水位から河口の出発水位を設定しているが

、仮に海面水位が上昇（2℃上昇シナリオの平均値43cm）した場合の潮位より算出した出発水位は、痕跡最高水位よりも0.4m程度低く、計画高水流

量を計画高水位以下で流下可能であることを確認。

○今後、海岸管理者が策定する海岸保全基本計画と整合を図りながら、河川整備計画等に基づき対応していく。

【気候変動による海面上昇について（IPCCの試算）】

 IPCCのレポートでは、2100年までの平均海
面水位の予測上昇範囲は、RCP2.6(2℃上昇
に相当）で0.29－0.59m、RCP8.5(4℃上昇に
相当）で0.61－1.10mとされている。

 2℃上昇シナリオの気候変動による水位上昇
の平均値は0.43mとされている。

1986～2005年に対する
2100年における平均海面水位

の予測上昇量範囲（m）シナリオ

SROCC
第五次評価
報告書

0.29－0.590.26－0.55RCP2.6

0.61－1.100.45－0.82RCP8.5

【梯川における海面水位上昇が出発水位に与える影響】

梯川における出発水位の考え方 （海面上昇の影響）

T.P.+1.395m①既往洪水の痕跡最高水位から設定した場合（現行計画）

T.P.+1.002m②潮位と気候変動による海面水位上昇量に基づいて設定した場合

朔望平均満潮位による出発水位（気候変動による海面上昇考慮）を試算した。
1.朔望平均満潮位+密度差 ： 0.503+0.069 ＝T.P.+0.572m
2.気候変動による海面水位上昇量 ： 0.43m（RCP2.6シナリオの平均値）
3.上記の 1 + 2 ： T.P.+1.002ｍ

現行の出発水位（既往洪水の最高水位から設定）T.P.+1.395mに対して0.4m程度低い値と
なっている。
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住吉橋

ＪＨ梯川橋 城南橋

石田橋

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

0.0k 1.0k 2.0k

①既往洪水の痕跡最高水位

T.P.+1.395m
T.P.+1.002m

②潮位に基づいて設定した場合の出発水位

河口からの距離

計画堤防高

計画高水位

平均河床高

最深河床高

計画高水流下時水位（出発水位：既往洪水の痕跡最高水位）

梯川水位縦断図



④集水域・氾濫域における治水対策
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④集水域・氾濫域における治水対策 ポイント 梯川水系
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○下流域には、小松市の中心市街地が形成され、JR北陸新幹線、北陸自動車道、国道8
号、小松空港など重要な広域交通網が集中し、今後さらなる発展が見込まれている。

○石川県では、木場潟の事前排水を実施しており、浸水被害軽減のため、今江潟排水機
場、前川水門を活用して、事前に水位低下を図っている。

○小松市では、流域治水が始まる前から、総合治水対策の推進に関する条例を制定し、
行政、市民、事業者が連携を図っている。能美市、小松市では手取川宮竹用水土地改
良区と、用水の取水停止に関する協定を締結し、事前に大雨が予測される場合に、農
業用水の供給量を停止することで、地区内にある用水路の水位を下げることができ、地
区の浸水被害の軽減を図る。

○今後、河道及び流域が一体となったハード・ソフト対策を進め、家屋を浸水被害から守
る。



集水域・氾濫域における治水対策 木場潟の事前排水

○石川県では、今江潟排水機場（農林水産省）、前川水門（石川県）を活用し、前川排水機場・梯川逆水門（国土交通省）と連携して、洪水が予想される場合、木場潟
の水位を事前に低下を図り、周辺地域の浸水被害の拡大防止に向けて取り組みを実施している。

○また、木場潟では、水質改善に向けて、浄化施設設置やヨシの保全活動、水質浄化イカダの設置などの取組が官民一体となって実施されており、効果の把握に努
めていく。

■木場潟の事前排水

• 令和4年（2022年）8月洪水の浸水被害を受けた木場潟周辺地域の浸水被害の軽減を図る
ため、石川県が、梯川支川前川に設置されている今江潟排水機場・前川水門 （国（農林水
産省）・石川県）を活用して、事前に木場潟の水位を低下させる事前排水を実施している。

• 木場潟の事前排水（水位低下）のため、前川排水機場・梯川逆水門（国（国土交通省））が操
作協力を実施し、国（農林水産省、国土交通省）、石川県が連携して、浸水拡大を未然に防
ぐ取組を実施している。

• 事前排水実施にあたっては、降雨予測システムを活用して、基準雨量160mm/日超過を予
測した場合に、関係機関（国・市）に周知のうえ、事前排水を実施する運用としている。

出典「国土地理院」
年度別空中写真（2007年以降）

木場潟

梯川

木場潟事前排水実施施設位置図

梯川逆水門 ←梯川

前川水門

今江潟排水機場・前川水門
（農水省・県）

40

梯川逆水門・前川排水機場
（国交省）

木場潟

北陸新幹線

小松ドーム

浸水

浸水状況（令和4年8月5日17時30分頃）

［平常時］
前川水門：開、今江潟排水機場ポンプ：停止

［事前排水実施時（基準雨量超過予測）］
① 前川水門：閉、今江潟排水機場ポンプ：運転

木場潟水位低下（前川の水位上昇）

②－１ 梯川水位＜前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水可能）

梯川逆水門：開、前川排水機場ポンプ：停止

②－２ 梯川水位＞前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水不能）

梯川逆水門：閉、前川排水機場ポンプ：運転

出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

木場潟事前排水の仕組み

出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

事前排水イメージ図
（梯川水位＜前川水位の場合）

• 生活・工業・農業排水が流入する木場潟では、大日川からの清水の導入、ビオパーク浄化施設
の設置、木場潟再生プロジェクトによるヨシの保全活動や水質浄化イカダの設置等、水質改善
に向けて官民一体となった取組が実施されている。

• 令和6年（2024年）の事前排水の運用開始以降においてもこれらの取組を継続し、その効果の
把握に努めていくこととしている。

ビオパーク浄化施設※ ヨシの保全活動※ 水質浄化イカダ※

※出典:木場潟の自然
環境・水辺文化に
関する総合調査(H27)

木場潟水質改善の取組

梯川水系



○小松市では、流域治水が始まる前から、総合治水対策の推進に関する条例を制定し、河川・排水路・ポンプ場の整備、雨水貯留施設の設置、洪水ハ

ザードマップの情報発信による行政、市民、事業者が連携を図っている。

梯川水系
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■小松市総合治水対策の推進に関する条例（平成31年（2019年）1月施行）

 近年、市街化の進展に伴い流域の保水・遊水機能が低下し、都市型水害が頻発してい
ることを背景に、行政、市民、事業者が連携して、より安心できるまちづくりを進めるた
め、条例を制定し、安全で安心な地域の暮らしの実現を目指す。

【対象となる開発事業等の面積】
市街化区域：1,500㎡以上、その他の区域：3,000㎡以上

【主な対策施設 】
・調整池（自然放流式、ポンプ等強制排水式、駐車場等の切り下げによる窪地貯留等）
・透水性舗装（流出係数の低減化）

■ 助成制度について（小松市ホームページより抜粋）
☆雨水貯留槽・雨水浸透桝の設置に対する助成について☆

・目的 水環境にやさしいまちづくりを推進するもの
・概要 住宅、店舗、事業所、集会所等に設置する方が助成の対象
・実施（対象）箇所 市内全域

☆宅地嵩上げに対する助成について☆
・目的 浸水による被害を軽減し ，安心で全なまちづくりを推進するもの
・概要 安心・安全なまちづくりを目的に、浸水被害の軽減を目的とした住宅地盤の嵩上げに対して

工事費用を助成
・実施（対象）箇所 ハザードマップに記載している浸水想定区域のうち、浸水深が0.5m以上の区域

※令和５年度から限度額を引き上げ

☆雨水貯留槽

・容量100ℓ～200ℓ ：２万円→３万円

・容量200ℓ以上 ：３万円→５万円

☆浄化槽転用雨水貯留槽：10万円→15万円

若杉町調整池（R4.8洪水時） 雨水貯留水面

R4.8洪水では、
調整池満杯

（2,900m3）を貯留

中海雨量観測所 総雨量：399mm
１時間あたりの最大雨量：90mm/h（9:40～10:40）

 令和4年（2022年）8月豪雨では、調整池が整備された若杉町調整池では、近傍の
中海雨量観測所にて最大時間雨量90mmを観測し、小松市街地では、内水による
浸水被害が広範囲にわたり発生した。本洪水前に設置済みの若杉町調整池では
満水状態（貯留量はV=2,900m3）となり、浸水被害の拡大抑制に貢献した。

梯川

若杉町調整池

JR小松駅

若杉町調整池（平常時）

集水域・氾濫域における治水対策 小松市の条例と助成制度 梯川水系

【対策１】 排水路などで雨水を安全、迅速にながす
【対策２】 降った雨をためる 【対策３】 地域づくりでそなえる

令和4年8月豪雨での効果事例



○能美市、小松市は手取川宮竹用水土地改良区と、用水の取水停止に関する協定を締結し、地区の雨水排水に取り組んでいる。事前に大雨が予測さ

れる場合に、農業用水の供給量を停止することで、地区内にある用水路の水位を下げることができ、地区の浸水被害の軽減を図る。

梯川水系
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集水域・氾濫域における治水対策 小松市、能美市の用水事前停止 梯川水系

■用水に関する治水協力協定（能美市、小松市）

 令和5年（2023年）6月に、能美市、小松市、手取川宮竹用水土地改良区による宮竹

用水事前停水（宮竹用水の取水約13m3/sを事前に停止）を行うための治水協力協

定が締結された。

 本協定により、大雨が予想される時は、梯川右岸の能美市、小松市内に設置され

ている宮竹用水の取水を停止し、地区内にある用水路の水位を下げることができ、

用水路へ雨水が排水されやすくなることで、地区の浸水被害を防ぐことが出来る。

 宮竹用水が管理する総延長約110ｋｍの水路を排水路専用として活用でき、水を貯

める機能を担う効果が期待でき、内水による浸水被害の軽減を図る。

凡例
用水
河川

［事前停水実施］
事前に大雨が予測される場合に、農業用水の供給量を停止
し水路の水位低下
（令和5年実績:R5.6.30～7.1、R5.7.12～7.14）

事前停水前
（R5.6.1）

下郷用水

水位を下げ、用水路へ雨水が排水されやすくなる

事前停水中
（R5.7.1）

取水中の水位

事前停水により排水に
使用できる容量の拡大

（貯水及び排水の受け皿を確保）

（従来）
排水に使用できる容量の制約

■事前停水による排水容量確保のイメージ

農業用水

■事前停水による排水容量確保のイメージ

［宮竹用水網と河川］

用水路を排水路として活用

宮竹用水は、手取川より取水し、能美市、小松市内を流下し、梯川支川へ合流



⑤河川環境・河川利用についての検討
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⑤河川環境・河川利用についての検討 ポイント 梯川水系
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○梯川水系では、魚類相、鳥類相等の顕著な経年変化はみられなかった。水温、動植物の
生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境へ
の影響について把握に努める。

○河川環境管理シートをもとに河川環境の現状評価を行い、河川環境が良好な代表区間を
手本とした環境保全・創出を検討した。

○今回の基本方針変更により、河道配分流量は増加しないが、引堤や河道掘削等の河川整
備の実施にあたっては、上下流一律で画一的な河道形状を避けるなどの工夫を行い、梯
川水系の動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図る。

○生物の多様性が向上することを目指し、動植物に関する近年の調査結果や蓄積したデー
タを踏まえ、各区間における動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出の方針、外来
種への対応を明確化する。あわせて生態系ネットワークの形成を推進する。

○流水の正常な機能を維持するため必要な流量（正常流量）は、平成20年（2008年）の現
行の河川整備基本方針策定時から近年まで流量データ等に大きな変化が見られないこと
から、今回変更しない。
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○梯川大臣管理区間の代表地点の年平均気温は、近年上昇傾向がみられ、水温も穏やかな上昇傾向がみられる。

○水温、動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響の把握に努める。
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魚類相の変遷
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45植生群落の経年変化 ※河川水辺の国勢調査結果より整理
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※梯川は引堤により河道内面積が拡大することから、各年の河道内の総面積の
内訳として各植物群落等の面積を表示

河川水辺の国勢調査(R1)より整理
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a）生息場の多様性の評価（河川環境区分の中央値に基づき評価）
8 9 10 11 12

大セグメント区分 セグメント2-1 セグメント1

河川環境区分

1. 低・中茎草地 ○ ○ △ ○ △

2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ △ △ ○

3. 自然裸地 ○ ○ ○ △ △

4. 外来植物生育地 × △ × × △

5. 水生植物帯 ○ ○ △ ○ △

6. 水際の自然度 △ ○ ○ ○ ○

7. 水際の複雑さ ○ ○ △ △ ○

8. 連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

9. ワンド･たまり ○ ○ △

10. 湛水域
11. 干潟 - - - - -

12. ヨシ原 - - - - -

6 7 1 4 3

b） 生物との関わりの強さの評価
距離標（空間単位：1km） 8 9 10 11 12

大セグメント区分 セグメント2-1 セグメント1

河川環境区分

魚類（R1） 7

底生動物（R2） 4 5

植物（H29） 1 1 1

鳥類（H28） 1

両・爬・哺（R3） 3 2 1

陸上昆虫類（R4） 4

重要種全体合計 20 2 2

アユ 11

連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

サケ 1

連続する瀬と淵 ○ ○ ○ ○

オオヨシキリ 3 4 3

ヨシ原 ○ △ ○ ○ △

カヤネズミ 3

ススキ群落 ○ ○ △ ○ △

ヤマトヒメメダカカッコウムシ 3

ヨシ原 ○ △ ○ ○ △

生物との関わりの強さの評価値 5 3 2 5 2

距離標（空間単位：1km）

典
型
性

生息場の多様性の評価値

　　　区分2

　　　区分2
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要
種
数
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【中流域の現状】

○水際にはツルヨシや自然裸地が分布し、オオヨシキリやイカルチドリが生
息・繁殖している。

○8～9kの蛇行区間ではヨシやツルヨシに営巣するオオヨシキリや崖地に営
巣するカワセミ、礫河原に営巣するイカルチドリ、ススキに営巣するカヤ
ネズミ、礫河床はアユやサケが産卵場として利用し、多様な生物の生息
場となっている。

○堤防法面には絶滅危惧種であるウマノスズクサが生育・繁殖している。

河川環境区分2：中流域(8.0k～12.2k(大臣管理区間)) 河床勾配1/672～1/377

サケ カヤネズミ(巣)

□：代表区間 □：保全区間

環境保全・創出のイメージ

ツルヨシ
ススキ

自然裸地

淵

保全区間(R5) 代表区間(R5)

湾曲部の淵(H30) ウマノスズクサ(R3)

河川環境の整備と保全 動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出【中流域】

○8～9k区間は、蛇行区間となっており、カヤネズミ(ススキ等)やオオヨシキリ、ヤマトヒメメダカカッコウムシ (ヨシ原)、イカルチドリ(自然裸地)、カワセミ(崖地)、

アユやサケ(早瀬・淵)など、多様な生物が生息、繁殖する良好な河川環境を有しているため、保全の対象とする(保全区間) 。

○9～10k区間は、水際には自然裸地やツルヨシが分布し、水域には瀬と淵が分布する区間(代表区間)となっており、中流域における河川整備の目標とする。

セグメント2-1

セグメント2-1

9～12k

8～9k(保全区間)

湾曲部の淵の保全

イカルチドリの繁殖場と
なる自然裸地やオオヨシ
キリの繁殖場となるヨシ
原の保全、創出

カヤネズミの繁殖場
となるススキ群落の
保全、創出

カワセミの繁殖場となる
水際の崖地の保全、創出

水際の崖地(H30) カワセミ

アユ、サケの産卵場となる
早瀬の保全、創出

ヤナギ

現況の瀬淵を極
力保全し、河道掘
削により新たに創
出される低水路
では、平面・横断
形状を工夫し瀬
淵を創出

護岸前面に覆土を行い自然
裸地やツルヨシを保全・創出

引堤前の断面

【環境の保全・創出の方針】
○ 8～9kの蛇行区間では、オオヨシキリやカヤネズミ等の生息・繁殖場とな

っているヨシやツルヨシやススキといった植生、カワセミの繁殖場となって
いる崖地、イカルチドリの繁殖場となっている礫河原、アユ、サケの産卵
場となっている礫河床の保全・創出を図る。

○低水路拡幅をする際の護岸整備(9～12k区間)にあたっては、護岸前面に
覆土を行い自然裸地やツルヨシの保全・創出を図る。水域は瀬淵の形成
を図るため緩やかな蛇行形状を復元する等平面・横断形状を工夫する。

○堤防法面に生育する絶滅危惧種のウマノスズクサの保全を図るとともに、
水際に繁茂し増加傾向にあるメダケ群集・ネザサ群落は、河川改修時
に根茎ごと除去を行う。

ウマノスズクサを新堤の
堤防法面へ移植し保全

ウマノスズクサ

(ジャコウアゲハ
の食草)

オオヨシキリやカヤネズミの生息・
繁殖場となっているツルヨシ、スス
キ等の在来植生を保全・創出

アユ等の生息・産卵場となっている礫河床を保全・創出

＜ヨシの水質浄化機能＞
ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される

引堤により創出される堤防・高水敷は
もともと生育していたシバ・チガヤ等
の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

梯川水系
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○河川環境情報図を見える化した「河川環境管理シート」をもとに、河川環境の現状評価を踏まえ、区間毎に重要な動植物の生息・生育・繁殖環境の

保全・創出を明確化する。

○事業計画の検討においては、事業計画の検討、事業の実施、効果を把握しつつ、目標に照らして順応的な管理・監視を行う。

【目標】(基本方針本文)（案）
○陸域では、オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシが生息・繁殖するヨシ群落の保全・創出を図る。
○絶滅危惧種のキタノメダカが生息・繁殖するワンド・たまりの保全・創出を図る。
○水際環境に生育・繁殖する絶滅危惧種であるセイタカヨシ群落の保全を図る。

【現状】
○下流域は、河床勾配が約1/4,500の緩流河川となっている河口～8k付近まで海水と淡水が混ざり合う感潮域が続いている。
○水際にはヨシが分布し、オオヨシキリ、ヤマトヒメメダカカッコウムシが生息・繁殖している。
○水域にはスズキやメナダといった汽水魚や、ワカサギやカマキリといった回遊魚、ギンブナやウグイといった淡水魚が多く生息・繫殖し、キタノメダカやテナガエビ

等の生息場となるワンド・たまりも見られる。
○3-4ｋ右岸に絶滅危惧種※であるセイタカヨシの群落がある。

現状と目標設定【梯川 下流域】

【目標】(基本方針本文)（案）
○オオヨシキリやカヤネズミ等が生息・繁殖するヨシ群落やススキ群落、カワセミが生息・繁殖する水際の崖地、イカルチドリが生息・繁殖する礫河原、 アユ、サケ

の産卵場となっている礫河床の保全・創出を図る。
○堤防法面の草地環境に生育・繁殖する絶滅危惧種であるウマノスズクサの保全を図る。

【現状】
○水際にはツルヨシや自然裸地が分布し、オオヨシキリやイカルチドリが生息・繁殖している。
○8-9kの蛇行区間ではヨシやツルヨシに営巣するオオヨシキリや崖地に営巣するカワセミ、礫河原に営巣するイカルチドリ、ススキに営巣するカヤネズミ、礫河床はア

ユやサケが産卵場として利用し、多様な生物の生息・繫殖場となっている。
○堤防法面には絶滅危惧種であるウマノスズクサが生育・繁殖している。

現状と目標設定【梯川 中流域】

【目標】(基本方針本文)（案）
○鳥類や哺乳類、昆虫類の生息するブナ林やミズナラ林、渓流性の両生類が生息・繁殖する渓畔林・渓谷林の保全を図る。
○サクラマス（ヤマメ）やニッコウイワナ等の魚類が生息・繁殖する瀬・淵環境の保全を図る。

【現状】
○最上流部ではブナ林、やや標高が下がるとミズナラ、コナラ林の落葉広葉樹林が分布し、急峻な渓谷沿いではケヤキ等の渓谷林が分布している。
○クマタカやコノハズクといった生態系の上位に位置する鳥類や、カモシカ等の大型哺乳類、 サクラマス(ヤマメ)やニッコウイワナといった渓流魚、カジカガエルや

ハコネサンショウウオといった渓流性の両生類、オオムラサキやヒメボタルといった森林性の昆虫類など、豊かな自然環境にみられる動植物が生息・生育・繁殖して
いる。

現状と目標設定【梯川 上流域】

※絶滅危惧種は、環境省レッドリスト及び石川県レッドデータブックで絶滅危惧Ⅰ類からⅡ類に指定されている種

河川環境の整備と保全 環境の目標設定 梯川水系
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梯川における治水と環境の両立を目指した掘削 梯川水系

○河道掘削においては、多様な生物が生息・生育・繁殖する水際環境を保全・創出することを基本方針とする。

○同一河川内の良好な河川環境を有する区間の河道断面を参考に、その他の区間の掘削工法を検討していく。

梯川計画高水流量図 【現行】 【変更（案）】

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

1,0007001,700小松大橋

河道への
配分流量（m3/s）

洪水調節施設等による
調節流量（m3/s）

基本高水の
ピーク流量（m3/s）

1,0009001,900小松大橋

環境保全・創出のイメージ図

＜下流域＞ ヨシ原

ツルヨシ

ススキ・チガヤ

自然裸地

淵 平水位

は
ね
だ

＜中流域＞

ヤナギ

は
ね
だ

河道掘削にあたっては、平水位に限らず目標とする河道内の生態系に応じて掘削深や形状を工夫するとともに、河川が有している自然の営力を活用する。
河道掘削後も、河川水辺の国勢調査等のモニタリングを踏まえて順応的な環境管理を行う。

【横断計画の考え方（環境の保全・創出）】
○引堤の際は、引堤により創出される堤防・高水敷では、旧堤

にもともと生育していたシバ・チガヤ等の在来植生の保全・創
出を図る。

〇低水路拡幅の際は、水際部の護岸高さを水面以下に低く抑
えることにより水際の連続性を確保するとともに、水際を緩傾
斜で整備し、オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生
息・繁殖場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となって
いるヨシ等の水際植生の生育場の保全・創出を図る。

【ヨシ生育場の保全・創出】
低水護岸の高さを平水位程度に抑えるとと
もに、水際を緩傾斜で整備し、ヨシ等の生
育場を保全・創出する。

【横断計画の考え方（環境の保全・創出）】
○引堤の際は、引堤により創出される堤防・高水敷では旧堤に

もともと生育していたシバ・チガヤ・ススキ等の在来植生の保
全・創出を図るとともに、堤防法面では旧堤の法面に生育す
るウマノスズクサを新堤の法面へ移植し保全を図る。

〇低水路拡幅の際は、水際の連続性を確保するため、護岸前
面に覆土を行い、自然裸地やオオヨシキリやカヤネズミの生
息・繁殖場となっているツルヨシ、ススキ・チガヤ等の植生の
保全・創出を図る。また、現況の瀬淵を極力保全し、河道掘
削により新たに創出される低水路においては緩やかな蛇行
形状を復元するとともに、平面・横断形状を工夫し瀬淵の創
出を図るとともに、アユ等の生息・産卵場となっている礫河床
の保全・創出を図る。

粗朶沈床

引堤前の断面

平水位

引堤前の断面

ヨシ
ヨシ

【鳥類・昆虫類・魚類の生息・繁殖場等の保全・創出】
オオヨシキリやヤマトヒメメダカカッコウムシの生息・繁殖
場、ワカサギ等の多くの魚類の生息・産卵場となってい
るヨシを保全・創出する。

【水際の連続性の確保】
護岸前面に覆土を行い自然裸地やツルヨシ
を保全・創出する。

オオヨシキリや

ヤマトヒメメダカカッコウムシ
の生息・繁殖場

ワカサギ等の多くの
魚類の生息・産卵場

ウマノスズクサ
(ジャコウアゲハ
の食草)

＜ヨシの水質浄化機能＞

ヨシを保全・創出することにより、植物プランクトンの増殖を
促す窒素やリン成分を除去し富栄養化の防止が期待される
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多くの人が散策等で
利用する開放的で
自然豊かな河川空間

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水
敷は、もともと生育していたシバ・
チガヤ等の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

【瀬淵の保全・創出】
現況の瀬淵を極力保全し、河道掘削により新た
に創出される低水路においては平面・横断形状
を工夫し瀬淵を創出する。

【絶滅危惧種ウマノスズクサの保全】
旧堤の法面に生育するウマノスズクサを
新堤の法面へ移植し保全する。

【堤防・高水敷植生の保全・創出】
引堤により創出される堤防・高水敷は、
もともと生育していたシバ・チガヤ・スス
キ等の在来植生を保全・創出

シバ・
チガヤ

【鳥類・哺乳類・魚類・植物の生息・生育・繁殖場等の保全・創出】
オオヨシキリやカヤネズミの生息・繁殖場となっているツルヨシ、ススキ・チガ
ヤ等の植生、アユ等の生息・産卵場となっている礫河床を保全・創出する。



由良川水系引堤に伴う高水敷上の河川環境・河川利用の検討 梯川水系

カワセミの繁殖場となる水際の崖地の保全、創出

アユ、サケの産卵場となる早瀬の保全、創出アウトドアや
自然観察等、
地域と梯川
の触れ合い
の場の創出

（高水敷）シバ・チガヤ・
ススキ等の在来植生を
保全・創出

湾曲部の淵の保全

現在の良好なみお筋や河岸の多様
な生物の生息・環境を保全・創出

○梯川では、令和5年度末までに鍋谷川合流点下流（河口より約7km）の引堤を完了。現在、鍋谷川合流点より上流で引堤事業を実施中。このうち、鍋
谷川合流点付近の蛇行区間（距離標8～9k）は、現況は単断面区間となっているが、引堤後は約50～120ｍの幅で高水敷が創出される。

○当該区間では、現在の良好な河岸やみお筋部は多様な生物の生息・生育・繁殖環境を保全・創出する。

○また、新たに創出される高水敷では、元々高水敷に生育していたシバ・チガヤ・ススキ等の在来植生の保全・創出を図るとともに、小松市のまちづくり
と連携し、開放的な芝生広場等の整備による地域と梯川の触れ合いの場の創出についても検討し、河川環境と河川利用の調和を図っていく。

引堤により創出される高水敷(8～9k)

引堤により創出される河川空間における河川環境・河川利用のイメージ(8～9k)

120m

100m

50m

：堤防法線（引堤前）
：堤防整備済み
：堤防整備済み

（今後旧堤撤去予定）

引堤により新たに
創出される高水敷

約380ha

引堤により新たに
創出される高水敷

約150ha
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イカルチドリの繁殖場となる自然裸地やオオ
ヨシキリの繁殖場となるヨシ原の保全、創出

ツルヨシ

ススキ

自然
裸地

淵

ヤナギ

引堤前の断面

シバ・
チガヤ

シバ・
チガヤ

イカルチドリの繁殖場となる自然裸
地やオオヨシキリの繁殖場となるヨ
シ原の保全、創出

カヤネズミの繁殖場
となるススキ群落の
保全、創出

湾曲部の淵の保全

横断図（8.6k）

カヤネズミの繁殖場となるススキ群落の保全、創出

8.6k

8.6k

梯川
引堤により新たに創出される高水敷に
は、元々生育していたシバ・チガヤ・スス
キ等の在来植生を保全・創出
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S53～現在 掘削＋築堤（引堤、堤防かさ上げまたは腹付け盛土）

凡例

：堤防整備済み
（旧堤撤去済み）

：今後整備予定
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梯川における引堤の実施状況



0.1 0.6 
1.5 2.1 

4.0 3.9 

0.8 

2.5 

3.9 

5.0 3.8 

3.6 3.0 

0.1 

0.1 

0.4 
0.5 

0.9 1.6 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5

群
落

面
積
(h
a
)

イタチハギ群落
メダケ群集・ネザサ群落
セイタカアワダチソウ群落

外来植物群落及びタケ・ササ類(国内外来種)の経年変化について

セイタカアワダチソウ群落外来植物群落の経年変化

外来植物群落及びタケ・ササ類(国内外来種)の対応

イタチハギ群落 メダケ群集・ネザサ群落
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主な在来植物と外来植物、タケ・ササ類(国内外来種)の平水位からの比高

• 外来植物群落及びタケ・ササ類(国内外来種)は
増加傾向にあった。

• 平水位からの比高が低い箇所に分布するイタチ
ハギ群落とタケ・ササ類(国内外来種)は、河川
改修時に根茎ごと除去を行う。

• 外来種の除去後は、在来種(ヨシやオギ等)の根
茎を覆土し在来種に置き変える対策を行う。

• 平水位からの比高が高い箇所に分布するセイタ
カアワダチソウ群落は、年2回以上の除草を継続
し、繁茂抑制の対策を行っていく。

●：外来植物、タケ・ササ類(国内外来種)

○：在来植物

河川環境の整備と保全 特定外来生物等への対応 梯川水系
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注)
梯川では、特定
外来生物が優占
する植物群落の
分布はない

河道掘削、低水護岸整備時の水辺の植生は
表土の掘削時に、外来植物群落及びタケ・
ササ類(国内外来種)の根茎を除去したうえ
で、在来種(ヨシ、オギ、ススキ等)の根茎
を含む表土で覆土することで外来植物の侵
入抑制を図っていく。

○特定外来生物は、コクチバス、オオクチバス、ブルーギル（魚類）、ミシシッピアカミミガメ（爬虫類）、ウシガエル（両生類）が確認されている。

○特定外来生物の生息・生育が確認された場合は、在来種への影響を軽減できるよう関係機関等と迅速に情報共有するなど連携して適切な対応を行う。

○外来植物群落及びタケ・ササ類(国内外来種)の面積が増加傾向にあり、年2回以上の高水敷の除草を継続して実施していくとともに、河道掘削、低水路護岸整備

時は外来植物群落及びタケ・ササ類(国内外来種)の根茎を除去し在来種(ヨシ、オギ、ススキ等)の根茎により覆土を行う等、外来植物対策を行う。
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生態系ネットワーク

木場潟を利用するカモ類
(R6.3月)

柴山潟を利用するカモ類
(R6.3月)

ミズベリングコース（小松市）

木場潟

河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成 梯川水系

○梯川流域の平野部は低湿な沖積平野が広がり、木場潟や柴山潟の湿地帯があり、加賀三湖※干拓事業前は梯川とこれら湿地帯は連続していた。
これらの水辺にはコガモ、ヒドリガモ、ホシハジロ等の様々なカモ類が多く生息し、広域な生態系ネットワークの観点からも重要な地域となっている。

○また梯川沿川には、安宅の関や小松天満宮等の歴史的な名所があり、これらの名所と自然豊かな河川景観を楽しめるミズベリングコースが設定さ
れている。さらに、木場潟、柴山潟ではカモ類が観察でき、多くの観光客や野鳥愛好家が来訪している。

○今後は、過去に梯川と加賀三湖が連続していた際の環境のイメージを念頭に置きながら、アユやモクズガニ等の水生生物が移動しやすいよう上下
流や支川との連続性の確保や梯川の水際に生育するヨシの保全に配慮しつつ、自然観察を主軸にした水辺空間の整備や鳥類、昆虫類、魚類の生
息・繁殖の場として良好な水際植生、ワンドの保全・創出、新たな貯留・遊水の場の活用等により、生態系ネットワークの形成を進め、小松市のまち
づくりと連携した地域経済の活性化やにぎわいの創出を図る。

※加賀三湖：梯川につながる木場潟、今江潟、柴山潟を指す名称
(柴山潟の半分と今江潟は昭和44年（1969年）の干拓事業で水田となった)

• カモ類は、梯川や木場潟・柴山潟、水田など梯川流域の湿地帯を越冬・休息・採餌・繁殖場として利用し、
植物だけでなく昆虫類・魚介類等の様々な生物を餌としている。

• カモ類が生息できるということは、その地域に多様な環境があり、かつそれぞれの環境に生物資源が豊富に
存在することの証拠といえ、カモ類を梯川流域における湿地生態系の「典型性」の指標種として選定した。
カモ類が生息できる環境を保全・創出することで生物多様性に寄与する。

コガモ ヒドリガモ ホシハジロ

ワンドの保全、創出

梯川

梯川は、広大な水面や水際植生のある浅場、高水敷の草地など
多様な環境があり、梯川に生息する昆虫類、魚類にとって良好
な環境であるとともに、カモ類の越冬・休息・採餌・繁殖場と
して重要な役割を果たしている。

梯川が果たす役割

梯川(4.2k付近)を利用する
カモ類(R6.3月)

日本海

小松天満宮
●

基準地点
小松大橋

■
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安宅の関

小松天満宮

自然観察を主軸にした

水辺空間の整備イメージ

アユ モクズガニ

加賀三湖干拓事業着手前の河川・湖沼の
状況（～昭和26年（1951年））

安宅の関
●

今江潟柴山潟

木場潟

日本海



まちづくりと連携した河川整備 これからの取組（梯川かわまちづくり構想） 梯川水系

○小松市では、市制100周年の節目を迎える2040年の未来に向けて、目指すべきまちの姿や市政の方向性を6つの都市像ごとにわかりやすくイメージ
化した「小松市2040年ビジョン」を令和5年（2023年）11月に策定し、水辺空間を「命を守る防災減災。そして自然と共生する生活空間」とし位置づけ。

○梯川と前川を軸とした官民連携による水辺空間の整備を目指すため、「梯川かわまちづくり構想」を公表したところ。

○今後、河川整備と併せて、まちなかと歴史文化施設の人流を考慮した回遊動線を設定するなど、まちづくりと河川整備を一体化した整備を進める。

水辺空間は、キャンプやスポーツなどで集い楽しめ、多くの人々で
賑わっています。
そして、水害など自然災害のリスクも学べる場所になっています。

出典：小松市2040ビジョンより

小松市2040ビジョン

梯川かわまちづくり構想

出典：小松市
「梯川かわまちづくり構想より」

梯川かわまちづくり構想各エリアスポット

安宅の関

梯川ボートハウス

梯川でのボート小松天満宮

小松城本丸跡(出典：小松市HP) 府南山歴史公園

下流 歴史文化エリア 中央 まちなかエリア 上流 アウトドア利用エリア

梯川かわまちづくり対象エリア
都市機能誘導区域（中央地区）
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⑥総合的な土砂管理

由良川水系
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⑥総合的な土砂管理 ポイント 梯川水系
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○梯川上流部は、新第三紀中新世に属する火山性岩石が分布しており、大規模な荒廃地は見られ
ず土砂生産は活発でない。

○流域内唯一のダムである赤瀬ダム（石川県管理）は堆積傾向となっているが、極端な土砂堆積は
生じておらず、計画堆砂量と同程度で推移している。

○梯川の河床変動は、引堤及び河道掘削を行った6.0k～7.4kでは低水路が広がり、掃流力が減じて
河床低下から安定状態となった。令和4年（2022年）8月洪水の影響で堆積傾向がみられたため、
河道掘削後の河道の維持に向けてモニタリングを継続している。

○河口部は、導流堤の整備（昭和33年（1958年））以降、冬季風浪による河口部低水路内への土砂堆
積や河口砂州の発達等は見られない。

○海岸部は、日本海の強い波浪にさらされ、昭和60年代までは侵食傾向であったが、人工リーフ等の
整備により近年は大きな侵食は見られない。

○今後、流下能力が不足する区間において引堤及び河道掘削を実施することから、洪水の安全な流
下、河岸侵食等に対する安全性及び水系一環の土砂管理の観点から、引き続きモニタリングを実
施して河床変動量や各種水理データの収集に努めていくなど、適切な河道管理へフィードバックし
ていく。



○梯川流域は、経年的なモニタリング結果より、中・上流領域から下流（河道）領域への土砂流出による顕著な河床変動はみられない。分水路整備や引

堤等の大規模河川整備後も概ね河道は安定傾向となっている。流域内の赤瀬ダムにおいて、極端な土砂堆積の進行は見られない。

○梯川河口部には導流堤が整備済みであることから、冬季風浪による河道内に土砂堆積等は見られない。梯川河口に隣接する海岸汀線は、昭和60年

代までは侵食傾向にあったが、人工リーフ等の整備により近年は大きな侵食は見られない。

○今後も、河川、海岸等関係部局や施設管理者等が連携し、土砂動態の把握に努めるとともに、適切な河道管理に取り組んでいく。
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• 梯川河口の南北に位置する石川海岸は、主に手取川から運ばれてきた土砂によって

砂浜が形成されてきたが、日本海側特有の強い波浪等の影響により海岸侵食が生じて

きた。

• 昭和32年（1957年）より石川県により、昭和36年（1961年）より国により海岸保全施設整

備事業による離岸堤整備や養浜等の侵食対策を実施している。

• 流域内の赤瀬ダム（石川県）では堆積傾向であるが、極端な土砂堆積は生じておらず、

計画堆砂量と同程度で推移している。

• 梯川上流部は、新第三紀中新世に属する火山性岩石が分布しており、大規模な荒廃

地は見られず土砂生産は活発でない。

• 梯川上流の一部支川では、石川県によりこれまで28基の砂防堰堤が整備されている。

令和4年8月豪雨を踏まえ、土石流から人家等を守るため、今後8基整備する予定。

• 梯川では昭和52年（1977年）に引堤等の大規模河川改修が始まっている。

• 河床高や河床材料の経年的なモニタリングの結果、大きな変化は見られない。

• 近年引堤及び河道掘削を行った6.0k～7.4kでは低水路幅が広がり、掃流力が減じ、

河床変動は低下傾向から安定傾向となっている。

• 小松天満宮を存置して整備した梯川分水路（平成28年（2016年）11月通水）では、分水

路の上流区間において堆積が見られていたが、令和4年（2022年）8月出水では本川側

の洗掘と上流側で堆積傾向となる。適切な分派の確保・維持に向けてモニタリングを継

続する。

• 大規模引堤実施済み区間内の未改修橋梁（小松新橋）では局所的に川幅、低水路幅

が狭くなり、河床の洗掘等が見られる。

• 河口部では、導流堤があることから、冬季風浪による河口部低水路内への土砂堆積や

河口砂州の発達等は見られない。

山地領域

河道領域

ダム領域

海岸領域

総合的な土砂管理 流域の概要 梯川水系
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⑦流域治水の推進
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⑦流域治水の推進 ポイント 梯川水系
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○梯川水系では、国、県、市町等から構成される「手取川・梯川水系流域治水協議会」を設置
し、これまでに７回協議会を開催し、関係者間の連携を図りながら、流域治水を推進してい
る。

○令和3年（2021年）3月に梯川水系流域治水プロジェクトを策定し、既設ダム等における事前
放流、流域タイムラインの運用開始マイ・タイムラインの普及、立地適正化計画（防災指針）
の策定に向けた検討等、流域治水の取組を実施中。

○令和5年（2023年）8月には、気候変動の影響による降水量の増大に対して、早期に防災・
減災を実現するため、流域のあらゆる関係者による、様々な手法を活用した対策の一層の
充実を図り、梯川水系流域治水プロジェクト2.0を策定（令和6年（2024年）3月更新）した。



○ 想定し得る最大規模までのあらゆる洪水に対し、人命を守り、経済被害を軽減するため、河川の整備の基本となる洪水の氾濫を防ぐことに加え、氾濫の被害をできるだけ減らす

よう河川整備等を図る。さらに、集水域と氾濫域を含む流域全体のあらゆる関係者が協働して行う総合的かつ多層的な治水対策を推進するため、関係者の合意形成を推進する

取組の推進や、自治体等が実施する取組の支援を行う。

○ 梯川水系では、流域治水を計画的に推進するため「手取川・梯川流域治水協議会」を設立し、令和3年3月に手取川水系、梯川水系の流域治水プロジェクトを策定。国、県、市町

等が連携して「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「被害対象を減少させるための対策」、「被害の軽減、早期の復旧・復興のための施策」を実施していくことで、社会経

済被害の最小化を目指す。

梯川水系 流域治水プロジェクトの内容

出席者（梯川関係）議題日時

金沢市、小松市、白山市、能美市、野々市市、
川北町、

石川県（土木部 河川課、土木部 都市計画課、
危機管理監室 危機対策課）、金沢河川国道
事務所

（オブザーバー）石川県（農林水産部 農業
基盤課）、北陸電力（株）手取水力センター、
電源開発（株）九頭竜事務所（手取川事務
所）

石川県（土木部 砂防課、土木部 建築住宅課、
農林水産部 森林管理課）、金沢水源林整備
事務所、石川森林管理署、北陸農政局
（第2回出席者）

西日本旅客鉄道（株）金沢支社、金沢地方気
象台
（第3回出席者）

• 手取川・梯川水系流域治
水プロジェクト中間とり
まとめ（案）

令和2年9月14日第1回

• 手取川・梯川水系流域治
水プロジェクト策定につ
いて

令和3年3月10日第2回

• 流域治水プロジェクト更
新内容について

• リスクマップについて
• グリーンインフラについ

て

令和4年3月15日第3回

• 「令和4年8月豪雨災害を
踏まえた梯川水系流域治
水対策検討部会」の設置
について

令和4年9月
（書面開催）

第4回

• 梯川水系緊急治水対策プ
ロジェクトについて

• 多段階浸水想定図・水害
リスクマップの公表につ
いて

令和4年12月
（書面開催）

第5回

• 手取川・梯川水系流域治
水プロジェクトについて

• 多段階浸水想定図・水害
リスクマップの公表につ
いて

令和5年3月29日第6回

流域治水協議会の開催状況

事務所、関係機関、関係部局の総動員による流域治水協議会を開催。実効性のある流域治

水の実装を目指しているところ。

第3回協議会の状況（令和4年3月）第1回協議会の状況（令和2年9月）

流域治水に係る取組 梯川水系流域治水プロジェクト（開催状況） 梯川水系

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・災害復旧、河道掘削、引堤、堤防整備、横断工作物改築（橋梁改築）、河道拡幅、遊水地整備、浸透対策等
・赤瀬ダムの事前放流の実施、木場潟の事前排水の実施・体制構築
• 砂防関係施設の整備
• 治山施設整備及び森林整備・保全の実施
• 農地、農業水利施設の活用（ため池事前放流等）
・内水排除のためのポンプ新設
• 排水ポンプ場の増強
• 排水路改修・雨水貯留施設整備
• 雨水排水計画の検討
• 農業排水施設の機能保全対策
• 水田貯留機能（田んぼダム）の検討
・学校施設を活用した校庭貯留施設の整備 等

■被害対象を減少させるための対策
• 多段階な浸水リスク情報の充実
• 総合治水対策の推進に関する条例
• 住宅地盤の嵩上げ、雨水貯留槽等設置に対する助成
• 立地適正化計画（防災指針）の策定による水害リスクの低い地域への居住誘導や既成市街地の防災力向上
• リスクが高い区域における土地利用規制（災害危険区域等） 等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
• 流域タイムラインの運用開始
• 自治体タイムラインの充実、マイ・タイムラインの普及促進
• 要配慮者施設等における避難計画の作成及び訓練実施の促進
• 水害リスク空白域の解消
• 地域防災計画の改定、防災ガイドマップの更新
• 防災アプリの開発
• WEBを活用した災害時の情報共有
・水位計、河川監視カメラの活用・増設
・国・県・市町等が連携した水防訓練の取り組み
・LINEを活用した危機管理の強化 等
• 気象情報の充実、予報精度の向上等
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 令和４年８月豪雨により甚大な被害が発生したことを踏まえ、以下の取り組みを一
層推進していくものとし、更に国管理区間においては、気候変動（２℃上昇）下で
も目標とする治水安全度を維持するため、戦後最大規模の洪水である昭和 34 年 8 
月洪水と同規模の洪水に対して、２℃上昇時の降雨量増加を考慮した雨量1.1倍とな
る規模の洪水を安全に流下させることを目指し、災害の発生防止又は軽減を図る。

 梯川水系では、昭和30年代以降の急激な市街化の進展に対し、流域が一体となった
総合的な治水対策の取り組みや流域外への排水機能の強化等を進めているが、気候
変動の影響に伴う降雨量や洪水発生頻度の変化という新たな課題や、流域の土地利
用の変遷に伴う保水・遊水地域の減少等を踏まえ、将来に渡って安全な流域を実現
するため、特定都市河川浸水被害対策法（以下「法」という。）の適用を検討し、
更なる治水対策を推進するとともに多自然川づくりの推進に取り組む。

石川県

小松市

能美市

坊川

前川

西
俣
川

滓上川

仏大寺川

八丁川

郷
谷
川

日用川

梯川

梯川

木場潟

鈴ヶ岳

日本海

赤瀬ダム

【位置図】

梯

川

石川県

岐阜県
福井県

富山県

N

石橋川遊水地の整備

排水ポンプ場増強

河道掘削

水門ゲート高不足対応

堤防整備

横断工作物改築(橋梁改築)

災害復旧（河道拡幅）

河道拡幅、遊水地

引堤、河道掘削

災害復旧（堤防整備、河道拡幅、遊水地）

引堤

治山施設整備及び森林整備
の実施（滓上川上流）

災害復旧（河道掘削）

引堤、河道掘削

木場潟の事前排水の実施・体制構築

災害復旧（護岸嵩上）

砂防関係施設の整備
（滓上川上流）

災害復旧

災害復旧

災害復旧

ポンプの新設

赤瀬ダムの事前放流の実施

※本図の浸水範囲は大臣区間の外水氾濫のみ
 を想定したものである。
※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した
 河川整備対策については、今後の河川整備
 計画変更の過程でより具体的な対策内容を
 検討する。
※具体的な対策内容については、今後の調査・

検討等により変更となる場合がある。

護岸整備

橋梁改築

護岸整備
河道掘削

護岸整備橋梁改築

・校庭貯留施設の活用

・農業用水路の活用

・マイ・タイムラインの普及促進

・要配慮者施設等の

避難計画作成及び訓練実施

・防災ガイドマップの更新

・WEBを活用した災害時の情報共有

・宅地の嵩上げ助成

・総合治水対策の推進に関する条例

・宅地の嵩上げ助成

・マイ・タイムタインの普及促進

・要配慮者施設等の

避難計画作成及び訓練実施

・防災アプリの開発

森林整備・保全

浸透対策

浸透対策

浸透対策

浸透対策

白江大橋～荒木田大橋
（短期整備の区間）

鍋谷川

治山対策

砂防関係施設の整備

・気候変動対応のための
洪水調節施設の整備

凡 例
河川整備計画対象降雨×1.1倍の
想定浸水範囲

大臣管理区間

堤防決壊

梯川流域境

市町村境

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・災害復旧、河道掘削、引堤、堤防整備、横断工作物改築

（橋梁改築）、河道拡幅、遊水地整備、浸透対策等
・赤瀬ダムの事前放流の実施、木場潟の事前排水の実施・体制構築
・砂防関係施設の整備
・治山施設整備及び森林整備・保全の実施
・農地、農業水利施設の活用（ため池事前放流等）
・内水排除のためのポンプ新設
・排水ポンプ場の増強
・排水路改修・雨水貯留施設整備
・雨水排水計画の検討
・農業排水施設の機能保全対策
・水田貯留機能（田んぼダム）の検討
・学校施設を活用した校庭貯留施設の整備
・事業間連携を通じた海岸侵食対策
・気候変動対応のための洪水調節施設の整備
・BIM/CIM適用による３次元モデルの積極的な活用 等

■被害対象を減少させるための対策
・多段階な浸水リスク情報の充実
・総合治水対策の推進に関する条例
・住宅地盤の嵩上げ、雨水貯留槽等設置に対する助成
・立地適正化計画（防災指針）の策定による水害リスクの低い地域への居住誘導や既成市街地の防災力向上
・リスクが高い区域における土地利用規制（災害危険区域等） 等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・流域タイムラインの運用開始
・自治体タイムラインの充実、マイ・タイムラインの普及促進
・要配慮者施設等における避難計画の作成及び訓練実施の促進
・水害リスク空白域の解消
・地域防災計画の改定、防災ガイドマップの更新
・防災アプリの開発
・WEBを活用した災害時の情報共有
・水位計、河川監視カメラの活用・増設
・国・県・市町等が連携した水防訓練の取り組み
・LINEを活用した危機管理の強化 等
・気象情報の充実、予報精度の向上等

・特定都市河川指定に向けた検討

・事業間連携を通じた
海岸侵食対策

R6.3更新

ぶっだいじがわ

ご
う
た
に
が
わ

かすかみがわ



【位置図】

梯

川

石川県

岐阜県
福井県

富山県 引 堤

引 堤

引 堤

引 堤

河道掘削

白江大橋～荒木田大橋
（短期整備の区間）

森林整備・保全

N

産卵環境の保全

水際環境の創出

グリーンインフラの取組 ～ 多様な動植物が生息・生育・繁殖する自然環境を保全・創出 ～

ヨシ・オギ等の
水際環境の創出

ウマノスズクサ
（生育環境の保全）

〇梯川は、長い汽水域や瀬と淵が連続する蛇行部、水際に連続する植生を有し、多くの
動植物を育む自然豊かな河川であり、また、人の生活空間に近い場所でたおやかに流
れる特徴がある。また近年は引堤整備に伴う高水敷創出と良好な河岸・澪筋の形成に
より、多様な生物の生息環境を保全・創出に取り組む。

○梯川に形成・維持されている瀬・淵、水際植生のある河岸、自然裸地などの多様な環
境の維持・保全を目指し、今後概ね15年間で多様な河川環境を保全し、水際部では粗
朶沈床など、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進す
る。

●治水対策における多自然川づくり
・河道掘削に伴う産卵環境の保全
・多様な生物の生息環境の保全・創出
・水際環境の創出
・瀬淵の保全

●自然環境が要する多様な機能活用の取り組み
・ミズベリング梯川協議会による賑わい創出検討
・小学校等による河川環境学習

カワセミ
（繁殖環境の創出）

カヤネズミ
（繁殖環境の創出）

アユ
（瀬・淵の保全）河川環境学習（水生生物調査）

ミズベリング梯川協議会

水際環境の創出

瀬淵の保全

水際環境の創出

瀬淵の保全

水際環境の創出

水際環境の創出

粗朶沈床施工状況
（水際環境の創出）

瀬淵の保全

【全域にかかる取組】

・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携・支援

多様な生物の生息

環境の保全・創出 多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

凡 例
県境

市町村境

流域境

大臣管理区間

既設ダム

治水メニュー

グリーンインフラ
メニュー

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出

環境に配慮した護岸整備状況
（水際環境の創出）

治山対策

●森林整備・治山対策による森林保全
・健全な森林の造成・育成、治山施設の整備

渓流における

森林保全

健全な森林の造成・育成

森林整備・保全

森林整備・保全

護岸整備
河道掘削

引 堤

河道掘削

治山施設整備及び森林整備
の実施（滓上川上流）

渓流における森林保全

健全な森林の造成・育成

河道拡幅

堤防整備

水際環境の創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出

多様な生物の生息

環境の保全・創出

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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下流域

下流域

下流域

中流域 中流域

中流域 中流域

上流域

上流域

下流域

下流域

下流域

中流域

中流域

中流域

上流域中流域

下流域 中流域

●生態系ネットワークの形成の取り組み
・自然観察を主軸にした水辺空間の整備 下流域 中流域 上流域

自然観察を主軸にした
水辺空間の整備イメージ

木場潟

多様な生物の生息

環境の保全・創出
水際環境の創出

引 堤

柴山潟

護岸整備

多様な生物の生息

環境の保全・創出

水際環境の創出
支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

支川との
連続性確保

上下流の
連続性確保


